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アンモニヤ式・フレオン式。メチール式

納入後のザーウイスも當壮にて責任を以って資施

して居り主すから御安心の上御相談下さい

食料貯蔵・筌氣調整装置・飲料水冷却

アイスクリーム製造・アイスキャンデー製造

製氷並アイススケート。藥品虚理
冷凍食品製造・其他一絞應用

日本冷凍機製造協會會員

本杜施設部蝋京郁f代田鰹巾II'田鍛冶町3の3

電話紳田(25)3338･341j1

栗原凡ピル。大阪阪神ピル・名古鳳南大津通り

札幌南一帳・仙台大町・富山安佐町

鯛I蝿大判'ピル・演島鍾砲町 三蓋電權柿式會耐
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新造船嶌′眞集肌･17

日産丸（日産汽船）

昭和24年12月25日竣工
日立造船因島工場建造
長122.00m

幅17｡00m

深10BOm

總噸数4,950T
速力13kn、

機關(タービン)3,600Hj
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昭和2空年12月25日竣工

日立造船櫻島工場建遥

長 110.00m

幅 15.00m

深 8．101n

總噸數 3,YOOT

速力、 12kn

機關(タービン)2,400IP
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川南香焼島造船所建造
13．51tn

(タービン)2,0001P.

白

扇 洋 丸 昭和23年8月竣工
7.50m 速力

2,882T機關

(東洋汽船）
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海 上保安鱈の

篤眞上だいおう

（石川島重工第2工場建造）

篤眞下

む‘ろと、

（浦賀造船所建造）
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全長61300m

垂線閲長55.50m

幅9.30m

深4.70m

吃水(計画)3.40m

排水斌約700T

總噸数670T

速力12kn

種關（ヂーゼル）・
GI，

750BHP×2

乗図41名
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MARINE

DIESEL弓ENGINES
TYPEVTF

7汽筒主機關，汽筒径740衝動行程（常）1,400,回縛數125毎分にて7.6301HP.(約6,125BHP)
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Dansborg〆

船種貨物船總噸数4,984T速力(巡航)13kn
機開8汽筒862VTF115･3,900BIPatl20r.p.m.
BuiltandenginedbyA/SBurmeisterand
WainsMaskin戸ogSkibsbyggeii,Copenhagen.
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天洋丸の防熱装置
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急速冷凍鯨肉迩搬船夫洋丸

１
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I
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防熱錘取付前の船側榊遥、

この瀧形鋼や縦ブレームから熱が浸入する。防熱材~取付~用根太

1

、

急速冷凍室準術室間仕切り
防水及び防熱工事

船側の防熱
～

(理研ミネラルフエルトの取付厚200粍〕

蟻 豊富吟経勇会傭れだ技術
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理研保温材工業所

l

工事部篇眞班提供

上甲板冷蔵鮒、.(床面コンクリート打下地防水工事）

簸二甲板船側冷蔵鮒Q
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■
Ｉ五番船舶防熱完成五審第二甲板鮠冷蔵鮒

修舶建造理〈几
口 解撒作業及サルベーヂ

舶用主捜臓並補機獺の製作
ヒロミシン製作、木工家工及製作

桃 会川南
粟'京都港睡芝田村町四ノー〈日本生命齢’
否境島。深捌．．浦，ノ・崎
川’内工業所・廣製｡fFM.
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急速冷凍室の一部及びフラツトパン式冷凍設鮒

急速冷凍室船側フレーム及急冷唾土蕊

、

1

プラィンクーラ一室及び肪熱壁の一部

1

’
１
１

作業甲板鯨肉溌込髄口冷却管を示す急速冷凍段砺の一部

Ｉ

－
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画

一
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二

声
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一
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日本水産株式會祗の冷凍船多度津丸
｡

曲

0

■

』
一

マ画一

一

華一

多度津丸の冷凍機械

（篇眞右）

尚全會祗の冷凍船攝津丸の為眞

は本誌2月號(1949)の口繪にあ

り主す

I

『

I

〃

［

多 度津熱
LB･D

160．88×20.00×11_50

11.0kn

10543.64T

三菱衝動式二段減速装涯付

タービン 1華

定椛軸馬力4000BHP×91R.P.M.

川崎重エ（艦船）

21－3－2

NH3歴縮フ・ライン式

サプロ

3S=184台

S-18 ’2台

3:=}:1$)"'6"S-18

180Px190L3:→謡｝
350R.P.M、。

':綴窒喜電動機
フラットタレク式18級

一日6回として 91.8T/D

4067.83M3

攝 津丸

LBD

152．70×19．50×12．00

12．1kn
l

9329.06T

単働Iuサイクル無無唆油ヂーゼル

2基

1440BHP×240R"P.M.(15=ツキ）

臼立造船（因島）

23-10－－31
8

全 左
●

〃

3S-186台

S－182台

220,5
269.5R･T

49．0

〃

〃

':僻蝋電動榎
〃 30組

､153T/D

､7093.75"M3
－

１
８
１

寸法(m)

速‘力（航海）

總噸數

’

１
１

タ

主根側

門船所

年月日

東機

作所

造
改
冷
製

｛

垂
狸

’
〃

印
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
ｐ
い
Ｉ
ｌ
Ｌ
ｆ
ｌ
１
Ｉ

冷凍能力(Ref.T)

腰縮筒數及寸法

R-P.M.

、全上原動種

急速冷凍装羅

能 力

冷戴黄.物船
一----------三二一-－－ゞ

■●
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’ 電気熔嬢接手図集
-rー●

(米国に於て現用の手熔接.農手）

｜

’

ノ

SQHRE〒β"7r,/OW7テル雪LOEDOfS/DE
■－ －

を~勿L司/T一
・._一~.

L__!1､WI7j｣

－4ﾄーo～潅一

．⑫）7-二右'.〃α工.
め)SZaf…ど汗:=”％′

（と)､定吻塑,〃pZCとに対賦は不可

")底駆にβど'z国蛎乃庵"厄の”､る訴(：ば使用蝿'､こと

？，シ、4.V-

雁Z座り”7万〃妬，．．．．

I

!＝＝－一一一一~~一一､一一一一一・一一

SQ"ARE－B〃77:Ja〃丙〆

曇
’

姪泌〃／-升－－－一て司＝.2 アー誌"ｾｴ．
MaZZE汗.="%'

完全な溶込みが確保さﾙtる時以外絃f4ﾀ44a"/"¥Aα齢には不可

②
伽
の

|､I)11<171

’
α盛ⅣSa<ん4罐一B"7~TJO/"7;,"ZDEDa吃Sのと

｡‐串

･10
一

匹））/=ぞ'"m.坤左”を通用する婦合>/=7JI"".
⑦ノアータ姑"'fαｴ．

湯灘蓋臓蕊不可
(9)･底部に夕彦"""た"S"ﾉzのj海､る所にば使用L41，ざと

I

4

"4
甲

●合

－－－11‐
褐’

．‐､

SQ"A"E－8〃7~7､〃〃Zハ値LDEOBOi7L/S/"E5

>/＝尾雄心

7＝″"/"迄エ．

S""caLど汗2="%

高度のIZ"",ｲ"韓2cとには不可

仰
伽
の
②

＃

’
、！、
fノ

’

’

S"形ZE-vB"77m/"r〃をZ確りの膣S/m
ノ

′
0 万

7=劣"以下の普通獅豆のものに適す

SCaticaZE汗:="%

m吻以e,/mpacｵには不可
底部に比"z"たﾉ2sjoﾉzの刀がる所には使用Lい､こと

②
御
妙
②

’溌加ｼ2．－1トL-0物〃
q －－

S"妬ZE-yB"77〃〃7フI姫Z"DW77VS""
へ0

』

〆/~ﾌマー 7＝諾"圦下の普通板厚の↓のに適す

底部を"z"物の後裏熔接を行ふ
St"ZCa6Eif=〃'％

底部の熔込み完全であれば局噸“ﾉ"""に対し
て韮瀧高く表面を尻“んに仕上i激ぱ更に良好筋る

仰
の
価
価

幽
一

|私"割、廷Llt{』鯵し〃
I

ﾉ“丙亘1にLα似､〃′
S伽αE←yα/7ア蝋〃〃7ZfZ.WMJ/砿のyM鮒ｿ肥37万<"7ZRE

／~丙一
鰯撫の灘潭溌のに潰す，
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〃
岬
⑥
回’

I
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へ

(a)X=お初"z.>/="'"ZﾉZ．．
仏ノア＝殆"以下の琶通板厚のaのに適す
に)mc左物S彦庇"を取除●て底部C煙βp"ﾀの後裏熔接
ば）、S辺亡""LE7産侭=/""%.

飼謬罐霧襲辮瀞議‘鰯．
．但し之は下向､上向のみに用･ひ堅向7k平には不可

寺

雁ﾙ他↓御αど剛 ■

/~×一 ｱｰ鰯"以五の厚板に適す、
底部の“””はやり!こくL､が戻対側の熔濃を行人､前に
必ず"Z"Z吟を行うこと
､S""tZcGZEﾁﾂ:=/"%

蜜鰐鯨鰯雛繼&無蕊賦‘

ｊ
ｊ
ａ
６
ｆ
ｒ

趣
一一.

八
Ｎ
‐
／
″型
；〃F′匙姥′
＝戸
L，

二鯵〃jﾉz、

’
､タメ"石LE-aEﾚ浴Lβ"77Jα〃Z雁LZDMSﾉM

！
7=妬"孤下の普通板厚の:のl聖過す
71坪熔接の場合B己vz"z〃唾乙の方を上側とする
Bevef逐廊a#gの側の近くに作業の障害になるような
塘造物があってばならぬ
Sとαじじ軍jEy強＝右％

施物唾,/"甲g"には不可
底部lこβg極”た凡SLQﾉzのかかる所に使用し-(はならぬ

、
Ⅱ
〃
ｑ
ｎ
Ｉ
ｆ
、
０
″

奴
必
‐
に

ｊ
ｊ
ｊ

⑤
に
げ

雁L配りβ〃刀/S/"E3、

鰹）7－=鋸城下の昔通板厚の3のに過す

､S/NαE一生しELB"77JO/"7)
へ

＝

協繍撫鬘鰯瀞騨磯坤,,"る
(a)Bel,巴と畠〃at巴､の側の近くに作業の障害に蝿ような
．構造物があってばならぬ、“

隅議蕊薙幾耀灘織餓謝し“

’
竿

F1

’

1

■

S/WZE言垂l姪ZとB"77.J"/〃乃哩座り"班S征･伽a4CMS7M"7沈薩

X="W血、γ莞'〃醜．

但し水平熔接の場合はx二お初‘ﾉZ.>'=瀦"Uz
7=殆些以下の普通叛厚のものに適す
S錘彦施必臼涜＝抑％

ﾌk平熔濃の堀合錐ye“〃α産の方を上側とする
8e1,6必堂Puα鹿の側の近くロ作業の障書にな“うな

仮）

Q

1

の
⑥
岬
⑥ I
錘yc"α〃α彫のｨ則、

瞬造物があワィ13ならぬ銅餓椛卿施維妹
q

｛
~

S/妬とE-BE似EZ_B"77J"/Ⅳ7冒睡ADF/)807WS/歴〃〃βACk/"6STBAP
q

へ

(alX二お初とﾉzy勢'〃と凡．
但し水平熔糠の場合14X="WZJz_y="'"乙几

》
仏
心
庇
⑧
御
切

１
１
１
．

、

配

"端って職ならぬ徒加剛鉦召釧

四7=/〃以下の厚板に適す
(6)SZa旗必αZを7弱=/W%

にﾉ撫#駕瀦細溌¥総{《駕腫対い‘ ピ

蕊辮灘織
厄）

膠）

脚
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1
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J加健Eソβ"77qWrM佐ZD印m7フグ､姪3

X=Z否刃z′2.但し水平熔接の場合x=""z"="'"L"
7=殆"以上の中厚ものに適す I
S"#ZCaLとｱﾁ;=W%.

へ

厄）

必ノ

にノ

“潔駕請雛睡縦繼毒に対‘笈‘
⑧底部“””の後裏熔接．

,l
惣41
髭

？」

姥〃 7
I

水平熔接の場合彫I/どZgZ〃αとどの方を上偵'l仁する
生yeZgzZ〃'”の側の近<Iこ作業の臆害になうよう&．R錘

御
例

こなつよう郡轌勿赫つZは“ぬ一

皿ﾉaE－JB〃77，ﾉ〃/〃7 。

X=Z肌".但l河k平熔椿の鳩合X=弓苛初['l./ﾏーだ'〃“
7＝L産"以上の厚板に適す
ｊ
ｊ
ｊ

奴
の
に S錘泣CaZEfr=W%

。

（鹿）

(ど）．

(〃

(の
(ん）

勲

L

I

姥z－

１
１

腫建〃
一デー

7MSヂーゼルエンヂン

西.日本重工長崎造船所製作

型式7MS二両式無氣噴油式

馬力5,250B.H.P.

廻縛数140（毎分）

氣筒数7

氣筒徳720粍

行程1,250粍

I ←
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①

”"αE一〃β〃77Jβ/Ⅳ7

■

妬 一 一一

，

”ノ×＝どり〃i"．但し水平熔糯の場合X,=恋派拠.庁＝〃‘抑UL『・
(〃／だ'?以上の厚板に適す
にノs亡ααとazEﾁﾁ:＝”％．

“底部の鱈込み完全葱らぱ屍”“,〃z"p“とに対L“
‘母ｼ『高く表面をFzz‘s"に仕上iﾂtぽ蔓l乏良好
”底部を“zFP”してかう友対側の熔接を行ふ I．

(御必ず争囎板厚の中心線I弱Lて対積である艫'1なし、．

ノ

｜
膠′
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登謀種目
一

例
東
紡

岩
綿
製
払
に
依
る
各
種
船
舶
の

断
熱
防
一
音
材
料
一
式

硝
子
繊
維
に
依
る
防
一
音
、
電
氣

絶
縁
材
料
一
式

、

⑦

本
牡

大
阪
轡
糞
所

岩
縄
エ
場

硝
繊
エ
鶏

■■■
髄
0

一

新礪束大東
一■一

DE
泉
都
中
央

阪
市
東

京
都
江

島
市
大

潟
縣
西

蟻蕊
内字東ノー

晶謹晶謹

…
瀞

京都市右京睡三條西大路西

透話ミプブ83.2862.4180

部社ノ
五
九
○
窪
町

東
、
一
野
町

渡る‘彦を’
ゴ

四國機械の
支
店
東
京
・
大
阪

本
祗
愛
媛
縣
新
居
漬
市

■■
■■

ﾛ旧 縄 ’ゐ
日
日
こ
■Ⅱ

電動？氣動･共
湯艇槻揚錨機揚貨機

操舵機繋船機舶用ジプクレーン
機關室用天井クレムン

鯆蕊
菱井商事株式含就紳戸生田

肖本髭易･株式會杜東京銀座

満山,貿易株式會赴犬阪新町邇

詞
可

農一鰯

‐一一－ー吉一一一一
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船 用計器
1

電氣測程儀
船尾測程儀

I

111 I■
■
■

○
く
く
ｆ
〃
１
Ｊ
へ
く
く
く
く
く
そ

空気管式自動火災端咲置
〆
Ｉ

倉 ▽
Ｉ
Ｇ
ｎ
ｌ

Ｌ
弓
．
、
Ｉ

東京事務所東京都千代田厘九段四ノ十三
種鯖九段(33)8･36･6985

エ場東京都下写畷町牟訟588
田壷厨京都市下京厘烏丸邇七條下ル

日
ザ
Ｐ

j

寸

争

1

申

ロ
F

田
蛤

船舶用電氣機器

電動揚貨機

舶用直流發電機

船用交流發電機

船用配電盤

其の他

小・型船用

電動手動槻舵機

電動操舵機
船用電動機

揚錨機。繋船機

:1
4

’

富士電機製造株式含融
東京丸ノ‘内°大阪堂倒島。名古屋魔小路

稲岡麹屋・札幌北一條。門司大里･宇部小串ノ

’
命
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－船の科學－

申

鯨肉冷凍．船雑感

一第二，第三天洋丸一

．宮 崎 光

之等は何れも吸潔性が掻く，傳熱係数も大で，重量も重

く，悪い意味での代用品でしかな力､つた･奨営時米國で
は硝子様物質で作った泡の如き4球を防熱はとして用い
ていると聞いて早く日本でもそういうものが出来ればと
論っていたのである。

第二天洋丸建造営時には幸い多量のコルクと理研ミネラ
ルフェルトが入手出来たので積理想に近い似熱工事がill
來た。

本品は鍾津綿をアスファルト乳割で庭理したもので吸
燕性少くしかも輕量で比重0.25位,傳熱係籔は厚さ,種
につき毎時毎zF方米當b3キロカロリー程度で，之なれ
ば磯にコルクに匹敵し得ると考えられる。製品も板状と
粒炊とあり，普通の錨宰瀦の嫌に身魁迄さ麓って痛む巌・
なこともなく，取扱も楽であった。

似熱跡が完全であれば,保冷用の冷凍賎の容量･も少く
て涜み，載貨容積も大きくなって，冷凍婿の設計上にも
大なる革命を期し得られると考えるのは軍なる夢想であ
ろう力。専門のメーカーの方が更に優秀なる新機･酌の防
熱材を湿艤されんことを斬るものである。

南極挿鯨用の鯨肉冷凍船第二天洋丸及第三天洋丸を建
匙してから既に数年となる。之等の船の詳細は夫魚關西
蓬錯協會誌65蕊及錯舶22催5鯛こ紹介されているので
此庭では詳細を省略し，裳當時に當面した諸問題で筒参
考になりそう･なものを拾い出してみる事とする。之等の
船は何れも南極礁鯨船函に随伴し，鯨工船より供給され
た生鯨肉を急速冷凍し，之を自船の冷藏鯰に收納する設
備を有するもので,次に参考の”完成當時の雨紹の要
目を掲げると，

第二大津丸第三天洋丸
記

L152.82M･99.89M

B20.00M15.00M.

D11.50M8.00M.

d8.60M6.38M

浦載排永量19,366t､7,235f
載貨重量12,303t4,115t
總噸數10,595T3,689T

純噸数7,092皿2,8,8m
航海速力10.5KF111.5Kn
主機(ヂーゼル)5,400B.H.P.-2,250B.H.P.
發奄機2×370KW2×300KW.

2x350KW

冷藏鮠容積5,606M32,594M3
急錘冷凍室容鼓776M3365Mp
急速冷凍能力70t/D38t/D
ⅣH恐睡縮機1×300HP'3x170HP

3×150HP

コンデンサー5x100M2･3×100M2
ブラインクーラ－4×75皿2 4x100MZ

冷却水ポンプ2×200T.H2x250T,H
1×75TH

プラインポンプ1×200TH4×150TIH

1×75TH
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B防潟防水

砿熱財が吸潔することは縛熱係腫を悪くする許bでな
く，船の輕満重量を増すことになるので忌むべきこと、
あるが，現在の施工方法では或程度の似熱材への水の侵
入は致し方ないと思われる。

普通の似熱施工要領では’防熱面に適営の根太を張り
コルクを3～4枚敷いて其上に杉板を二重に張り詰め其
間に防水紙を挿む。間冷羅鎗、底面には其上にアスファ
ルトを洗し’セメントを塗るのであるが，いつとはなし
にひ散叉は隙間が生ずるのであろう力､，鮠丙洗舗の際の
氷とか蕊司に生ずる汗又はピルヂ等が浸み込んで助熱吋
を潔らす。

第二天洋丸の急速冷凍室の防熱要領も大魁上記と同橡
であったが,翌年この床面をめくって見ると，熱吋から
水が湧いている。これはこの室でグレース用の水を多量
に使用する爲と恩わｵ､jこが’對策として下面にもスヵッ
パーを設け，浸み込んだ水が抜ける様にした。考えてみ
ると水が浸み込むのを前提とした陵熱］事で意味をなさ
ないのであるが，結局は防水防漏材･の材賀の問題である

Ｊ
１

1

..A防熱材

冷凍緒で一番問題になるのは倣熱材であろう。維職後
各避船所で遼洋鮪漁船を多没に建造した時代があった。
奨営時はコルクは勿論のことアベマキコルクも仲を入手

出來ず，代用材として杉皮や雑草の繊縦等が現われたが
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其時何ｶ．塗料で完全に防水になるものはないかと考え
たのであるが,近時ウイニール樹脂系の優秀な耐水塗料

が製造さわ始めたので，今度機會があったら是非‘坊潟こ
使用して試鐡をしたいと考えている。

c急速冷凍

冷凍、目的:ま肉の味，品質を整えず仁永らく保存する

のにあるが，この際冷凍に時間がか夢ると肉中に水分が

凝集して大きくなり，肉の細胞を破壊して品質か愛る。

:從って最も理想的な冷凍法は出來るだけ迅速i二食品を凍

・結して細胞ri!の水分をそのま凄凍結してしまうことであ

・るといわれている。

大腿冷凍工業は米國が最も鐸菫している様に思われる

がj米國では急錘にも色狩の段階があり，大別して

SharpFreezmgとQuickFreezingどに分れている。

SharPFreezingは-10～-20｡Fの温度を利用し，

直接膨脹叉はう‘ライン式による冷却管の棚を装置した冷

・東室内に被冷凍勤を置き20～48時間で之を凍結させる方
法の總赫で,QUickFreez1ngは更に低温の-25～一

:30'Fを利用し，プライン液中に被冷凍物を直接に，或

は雛叉はゴム袋中に收めて浸漬し4～6時間で之を凍篭
させる方法の總蕪の如くである。

近年に於ける米國の急速冷凍の蕊圭は驚異すべきもの

があり，色んの特許の方法が紹介されている。例えば

B:rds-eyeMultipleFreezerを用いて2吋包の切身を

1時間とI≧で急速冷凍する等である。

第三天洋丸，第三天洋丸の急速冷凍装置は少しく異る
ので，以~f簡単に説明すると，第二天洋丸ではSharp

Freezing式であり，直接鰯痕刀冷却管7本を以て1個

の棚を作りダ之を念趣冷躯冒内庭'2鍵隻備して鯨殉をこ
‘の上に置き凍結させるも”で，之を隻索式と秘している

第三天洋丸ではSlmrpとQJickの中間とも考えら

れる方法であり，フラツトダンクと稗する偏平象密閉タ

ンク丙に冷却ブラインを通し，之を9個讃重ね，鯨肉を

滋間に挿んで，プラツトタンクを上部より締付け,從っ
て鯨肉は上下雨面をフラット･タンクに密着･して凍結され

･るもので，之を發明者の名を冠し岩本式と解して.いる。

筌氣式と岩木式を比較すると

1･所要冷凍時間ば筌氣式約16時間に對し，岩本武約12

時間で後者の方が遥に速い。
2．冷凍成品を比核すると岩本式の方力譲面の仕上りが
綺麗で品質も良く市場鯛値大である。室顛式の方は
冷凍中に膨脹するため型が整わず仕上り不良である
3．従って鯰丙誤付の場合も室氣式の方が不整形なるた
・め競付量が少くなる。

＝

－鯨肉冷凍諾穀感一

4，港凍作業の黙では岩本式の方がフラツトクンクの締

付等灘計な手数がか〉る。

5.装置としては岩本式の方がプライユ關系あるた‘め複

、錐であるが，このため温度、調整にはこの方が錨っ

て容易である。

6.工作上の黙では室氣式の方が氣密の保持に困難窪感

ずる。即ち冷凍棚を織成する罹本の膨脹管は其取付

場駈が非常に狹薩で且つ管接手、位置力制限され，

7本の管接手を装等tこ締付けて完全に氣密を保持ず

‐る事は非鴬に困難である。

7装置の駈要装備容鼓は同一日産量に對して考えると

殆んど差異がないが，岩永式の方がプラインタンク

闘系だけ大きくなるのは止むを得ない。
争

8.装備襲，維持費等r開して催規準の取り方により色
〃の場合扉考えられるが,職して岩本式の方が高h、
様に思われ'る。

岩本式でばフラツトクンクの．陽卸，締付を凡て人力で

行うのであるが之を髄動式にしたものに林兼式ど云うの

がある。之は電動機騒動の主軸を各フラツトタンク群の

下部に通し，これよりクラッチで各フラツトクンクに揚

卸を行うのであるが，故簿が多く又取扱難いので更に之

を蹴動油睡式にて操作する方式を計霊し現脊試･7F中であ

る。完成の曉には叉御紹介する機會を得たいと考えてい

る｡

D冷凍と時間

・冷凍は熱が移勃する現象である以上，時間の關系が入
ってくるのは當然であるが，これに關康のデータが除り
發表されていない。異った温度D輸腱を接鯛させて或平
衡p温度となるのは瞬間に行われるのでなく，ある時間
のずれがあるのであるが,普通の冷凍計算では其冷凍迩
劉廷つき外部よりの侵入熱量，扉朧瞬こよる熱損失量，
庫内物件よりの要冷却熱量等を計”し，これ心総計をあ
る認定時間で除して1時間當りの冷凍機力遥を算出する
に止まり，其認定時間のずれに對しては除b鯛淀ていな
い。普通の冷職鯰では外氣との温度差も少いし，叉毎日
毎日冷凍機p運縛及休止を一定時間行うので,たとえ時
間のずれがあっても幾日かの後には平均して隙り問題と
ならないのであるが’急速冷凍で温度差が大で，しかも
1回の冷凍で腕定温度の成品を得る條件があるため，時
間のがれの問題は非常に影樫があると考えられる。
前述④第二天洋丸の急速冷凍でも，計劃ではX日営り
100砿の鷲定であったが'･賞績は65～70瞳の成品しか得
られなかった。これは肉が凍り始める時，先づ其表面に
ガ轆膜ｸ梛來て，これが陵熱吋の作用をして丙靭cと熱を

－19－
●

｡

一 一



可

－ 賭の科學､一

罐散させないために溌悲以上に時間のずれを生じたから

である｡-即ち冷凍磯の力量が不足のためでなく．,逆に冷：
凍機に掛かる荷重が與えられず,從って冷凍磯は常に低
馬力で迩韓されていた事となる｡換言すれば急速冷凍で
膳冷凍機の力量を如何程大きくしても,熱傳導に職る
ある時間以上には早く冷凍出來ないごととなる。
第二天洋丸のデー蕊を睡析すれば何かまとまった結果
力轤らねるかも知れないが,只今の虚まだ手をつけてな
い｡此虚にはただその實績だけを申上ると鯨肉i個の大
さ'3×20×4寸のものを誰鍼するのに'塒間を要し
ている。筒急速冷凍室偽の室氣を通風綾により循環擬枠
せしめた際には其時間を約2時間短縮出來淀とのことで
ある。

~

E冷凍品積付

急速冷凍室で凍結した成品を冷嘱鯰iこ積込むにも色を

~老うべき問題がある。雨船とも冷藏鯰よりシュートにて

其下部の冷認鯰迄滑り落し，冷漱鮠、中甲板にスラセを
澄いてこの上を成品を滑らせて各冷瀞鯰§こ穣付を行つ艇

スラセは2本の型鋼を縦に並べ，その間に多数のローラ

ーを横に取付けた至極簡軍なもので，故障もなく作業員
、

からは喜ばれたが，除りにも原始的で多数の人力.を要す

る黙は一考を要する何か動力コンベアーで簡翠に装備，

坂外ガ出來，取扱も簡翠なものを工夫する要がある。

冷凍船では荷役中に館口を長時間開放し澄く事の不利

な事は云う迄もない。冷凍船にはその用途に瞳じて糖殊

の荷役機城の研究が將來の問題であると考える。
次に鮠内積付量は計劃の際に良く問題になるのである

が,勿論之は籏付の巧拙，龍の形状に影饗されるが,雨

船の實績を御参考に言職する．と，船容籏1立方米當り鯨
肉0.65唾が平均となっている。但し鯨肉:よ箱詰のもので

ある。（川崎重工業艦招工場造船設計部）

’

’
… 一 一一～一

_冷凍運搬船の防熱断面圖

ArmstfongCorkCo．〔アメリカ〕の防諜隻置

外板，甲板，甲板裏（天井）その他の防熱の方法を岡示したもので．コルク粒板が主用され，熱と漂氣に對する抵抗
及び鰭の彊鹿に對して“フレキシブル“である黙が特長である。
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冷 凍船覺書
b

伏見榮 室
戸

■

、浄凍農披室及びプラインクーラ一室は第二甲坂王冷識
鯰p後方に設置ざね,二氣第NH"縮磯にs-18j"60
馬力）2蕊と3氣篭r3S-18」銃(150馬力)2",
合計400馬力196冷凍頃を配置している。この中9-18
鴎は専ら冷溺鮠冷却用に,3S-18鰯は急速冷凍用とし
て計豐されて峰る。

力､くして才船減終職後数度に亙り南氷洋鑪鯨に参加し
優秀な成績を上げている事は周知の通りである。
以上を以て多度津丸の概要を雑り，亥に冷凍防熱に蝿す
る諸問題を取上げ,將來に冷凍譜の見地より論る義に
する。

（]）緒言

さきに本誌寮輯部より「冷凍船特集鏡」に對して何か

害く様にとの依頼を受けたが，冷凍船若くば冷凍装澄そ

のものに關しては從來より独多くの参考文献がある鐸で

あり，詳訓はその方に譲る事とし，今回はむしろ設計及
び現場施工上注意すべき問題，或いは又冷諌船將來の睡

向といった方面に重黙を於い元話を進める事にずる・

②冷凍壁藏母船多度津丸

本論に入る前に参考のため多度淫丸の簡鼈な紹介を行う

本船減日本水窪珠式曾斌の御註文にかシリ，南氷洋捕．

鯨二對する冷凍及び藍藏馬船として，日立造船向島工場

に於て施工されたものである。本船ば1TL型タンカー

を欧造せるものでの,L×B×D=153.00M×20.00M×

11.50Mの主要寸法を有するNS鈴遠洋航路に第一級船で

ある。滿載吃水9.183米に對して，21,580砿の秘水量と，

14,413麺の載貨重量とを有する。主機はタービン3,500

馬力，21謎水管罐を蹄へ，匝鱒100RPM,航海速力n節

に設計されている。

冷認鮠は船禮中央部より前方40米に亙り至幅に及ぶ容
稜約4,500立方米の防熱砿選に･して，2列の縦隔壁と第

二(鍋）年板,第三(散打)坪板及機隔壁により27.列、
砿鰹に分たれる。陛熱封は大鞠1分rミネラルフエルトJ

を使用し，床及び隔壁下部等吸駕わ恐れある所のみ炭化

コルク板を使用している。似熱厚さは大媛8･'′乃至'0〃

（即ち2〃ミネラルフエルト叉は炭化コルク板4乃至5

枚）を用い，その最外府には2〃～3〃､の室氣暦を設け

た。猶吃水線より上部の室氣暦はミネラルフエルト薬吠

を充湿してある。冷購鯖､冷却は，『冷プライン循環法』

に依るものであり，4ﾉ'●叉は5〃中の冷却管が餐鮠に對

し，1立方米鴬b大腿0.5~0.6典腐方米の冷却面稜を有す

る綴配管せられているし

急速姶凍室は船橘椣下，上甲板上に設けられ，準備室
は4〃’凍羅室謹'0ﾉﾉのミネラルフエルトを以て防熱さ
れ，更に之は'6獅の小キャビネットに分たれ，その中に
16セット288汝のI~.フラツトタンク」を收容する。今2'/b
吋厚さの鯨肉凍結に要する時間を約5時間とし，作業時
間6時間とすると。’日4交代として計.船越一日常り約
60頓の冷凍能力を有する事になる。

（3）冷凍船の離型

冷凍貨物の載貨率(Storagerate)は一般貨物に.比し
』{較的大きく，且廣範函に亙り一睡當りの容韻は大彊．
1.5～3立方米に及ぶと考えられる。從って総凍吻運鍛
船としては灘定職貨物の種類により這営な愚船型が選ば
れねばならぬ。即ち果宵運撚船.D如く輕量物を搭載し且．
つ高速を要求される場合はShelter-Deckerが最適と考
えられるが，その他の比較的電い冷凍品（例へば鯨肉。
如きj叉は一般貨物を併職する場合は,必らかしも之は
經漢的ではない。むしろFIush-Decker叉はLongsuper
structureの船型として戦貨重量の増大を計り,Run-

ning-econonmyの能率化を計るのが篶策と思われる。

倒防熱装壷

（ィ）容領及び重溌

防熱装置による冷藏庫容強の減少は極めて大であり，
船殻内側容積に對する庫内容積の上上は大暖0.6～0,8.こ及
び一般貨物を搭赦する場合に比し，稼鋤容積の20～40％
が似熱に費さ･れる事になる。之は重量の面に於ても同標
戦貨重量の減少を招く課であり，この減少率こそ防熱装
濫の今後に残された問題である。この見地より見る時は
アルフオールと稗するアルミ箔應用の欧熱板.D如きは輕
量且つ断熱効果良好なるため將來極めて有望であるが，
現在の厨未だ蛮用に供するに至っていない。‐、
(ロ）吸潔性．

次に注意すべきは似熱材の吸曝性である。經勵的迄言
って，含水率'0～'5％を有する時は似熱効果は半減する
と穂せられている。このため責際施工に當っては，，水

、

I
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作業を賎密に行うと共に，冷嘱.鮠遂各タンクとは．出來る

だけ遠ざける事が望ましく，然らざる時は隔壁のTight
p含

錘e雲sを最も巌にじ且つ，排氣注水管等についても特別

の注意が肝要である。

．（ハ）構造物を通してぬ熱傳菫

防熱凰･中に突出した構造物よりc識鬮洩も亦相営重大

な問題である。從來より之に關する賓料は極めて少ない
が，大型i把匡言えば，防熱鬮・を貫入する熱量の1～1.5鑑

に達すると考えられる。之を防ぐためには，出來得れば

船鎧購造はwChannaelを用い又Reverse等を使用し

て，「フレーム」「ビーム」等の深さを｡,として充分防
熱を施せるものとし，叉冷却管,漏亙計挿入管等も貫通

郡に於いて，直接銀板との連結を避ける様注意すべきで

ある。

（二）室氣暦

次に室氣層の効果について雰あるが，之は外板丙面を

蕊賎する水分の直接似熱獄中に浸透すのるを防ぐ外，防

熱効果に與える影響は殆んど期待出來ない。叉その断熱

係.汝もある程度以上厚くなれば蕊化ない事は一般に知ら

れる通りであ･り，2"～3〃以上の筌氣屑は容讃の減少を

認くのみで不必要と考えられる｡むしろ熱暑賎に於ては，

水湶上の筌氣屑は甲板と同程度の僧温に熱せられるため，

その債値は更に減殺される。當赴に於ては前述の通り該
部に似熱封薬欣を究填し,熱室氣の對読を避け臥熱効果
の向上を計っている。

（5）冷却装置

現在我國の大型冷騨船娃殆んど「プラ上ン循環式」を
州いているが，最近の海外文献に依れば欧米に於ては殆
んどがr冷却室氣循還式」を採用し『ブライン循環式」
･臆極めて稀である.。赦荷容韻の増大，工事に簡易化，材
料の節減，温度制御の容易等の利製iより見て，我國將來
の冷凍船もこの方法に向う可きは必至であり，この見地

よりして営減に於ては，第四次船、捲凍貨物鮠#こ對して
この方式を採用し，現在その成果を俟ちつ湯ある。
膳に輸出用果資運搬船としてはこの方法が最適であり
フレオン冷凍磯の進歩と共に，現在最も研究を要する對
象となっている6

（5）急速冷凍義壷

本装澄には，プライン直接浸演法，フラットクンク式
筌鎮凍絲式等が考えられるが，凍絲所要時間の長い塞氣
諏結式は現在殆んど用い‘られない。
凍結時間を小ならしめ息鈍一條件は冷却蝶臘温度の低
下と，有効冷却面俄の増大とにある。従って輪出向まぐ
ろの如き圃形魚に對してはブラ北ン直紬浸漬法力萢衞で

あり,叉鯨肉や大型まぐろの切身，或いは國内向の味を○

主とするもの等に對しては，フ.ラツトクンク式急速冷凍
法が峨用される可きである。

ブライン直接浸渡法に對しては，米國まく・ろ誇凍船
「ポエジヤー縦｣に採用されだ冷却海水と冷プライン併
用による二段式凍結法の如きは極めて進歩したものであ
り叉現在この方法を以てしてば幾分認分の浸入力遜､ﾅ難
いので冷淡水により冷却した後,駁化カルシューム叉は
感化マグネシュームの冷プラインにより短時間急速なる
義面凍結虚理を行った後,食塑ブラィンを使用する三段
式急避凍結法が研究せられている。
フラットグンク式急速洽凍法に於て極めて興味ある事は
肉享の問題である。凍諮所要時間憾大腿に於て肉享の二
乗に比例するため’急速凍結に面より考えれば出来る限
り肉厚の薄い方が良い鐸であるが，一方嗜好面より見て
薄肉ば嫌われる傾向にある。故に之憾専ら船主側の見{孫
に依るものであって一概には決め難い,現在でも日才水
産は21/4吋，大洋漁業は4吋を採用されているが，獅際問
題として’一般の噌好に不評Dない限り薄くする方が良
いと考えられろ。

猶現在問題となっているものに，フ･ラツトタンクの自
働操竹装置がある。之は作業能率の面から最も要望され
る謝下であるが’資際は場駈容蹟の制限と低温作業のため
多く姻難を伴い,今の所満足すべきものは行われてい
ない｡當就に於ても,意計部②計溌による自動操繼装置
を冷凍母船海幸丸に設極する挫定であり，目下談計を進
めている次第である℃

、

（7）結び

元来，冷凍防熱なる分野はその性質上極めて複錐であ
って，信頼するに足る資料も少く現在までの所，充分な
る研究が行われていると･は穂し難い。然も筒，問題は蕊
る脈こあり’之等注殆んどすべて未解決のまシ残されて
いる状態である。

幸い’今回の如き好機會を得たので，日頭考えていゑ
之等p問題を取り上げて論じた次第であるが，筆者とし
ては’或いは之が本誌の流輯方針･に力､なえばと希ってい
る課である。甚だ鯉勺のない文になって了ったが，溌者
が之により些かなりと冷凍聯こ對する興味を持たれたな
らば’幸い之に過ぎるものはない。（日立懲船＝計部）
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－冷凍船の防熱一

の防熱

伊藤廉．平

冷凍船
｜

’
I

事は極めて興味のある問題でなければならない。從って

其の設計や工事に從事する人為にとって最も肝要な事柄
は熱傳導の責際の状態を筒一層知悉するために凋究を進

むべき事であろう,。

冷凍負荷の詫計算の丙防熱に闇する算式は次の如く簡
単である。

Q=K､F.td.h､..…….….………...……...･(1)
1

1．まえがき

毎年三月の盤を聞くと，南氷洋の潮の香を其まま，地
球を縦に牛廻り.して，大小の冷凍船が勤鮮な鯨肉を吾々
の貢膳に提供して呉れる。其れは占領下日本の乏しい榮

謹素の補給となる許りでなく，一部の鯨肉は外資謹得の

貴重な資源ともなるのである。

冷凍貨物の迩搬を目的とする船綿式，小臆鰹節漁船か
ら，大は此蕊南氷洋に活躍する大型冷覆船渥至る迄種方

の恩'式と大さがある。離鯰､大さも100立方米前後から

7000立方米を超えるものもあり，皆夫々 の穂徴を有って

いる。然し乍ら撫造上から之を分けて見ると，漁船や小
中型船の様に建造営初から専門に鼠計せられたものと，

現存する大型冷凍船に見られる様に，貨物船や|籍船を
二次的に改装したものと、二種類に大別する事が出来る
kLの様な改装船は冷凍設術に當って若干の無理は免れぬ

蕊であって，此の事は又冷凍設備の重要部分を形造って
いる似熱壁に對しても常てはまる事柄であろう。

K=_L_+L+虫…+_1_..………･…(2)
α1入1入2α当

裁にQ=貫満熱量

全面磯を1時間に通過する熱量〔キロカロリー)．
F=壁面戯（天井，床，壁）平方米

K=熱貫流係数Kcal/m2h｡c

面讃1平方米に付き1時間に温度差1°Cに對し
遜過する熱量（キロカロリー）

td=壁燈内外面刀温変差Co
h=時間hcur

a,＝外部壁面Z熱宵播係数Kcal/mghoc

表面1m2,1時間,温度差1°Cに付き傳導する對
流及副射傳熱量（キロカロリー〕、

α2＝内部壁面の熱鳳禰係数〃
dl=陛熱材･の厚（第一層）米

d2=防熱材･の厚（第二層） 米・

入,＝防熱獣の熱隠導率

面積1平方米，厚1米，1時間，温度差1°Cか
ら通過する熱量（キロカロリー）

第一屑Kcal/mhoc

入2＝防熱材c熱悪導奉
．第二暦Keallmh.c

上式ば肱熱材が一種又は数種わ箪材.を重ね合した総造
のもので入は照材･の試數片の値を探り，全面鐙を同質量
のものとしてぬ計纂式である。從って金闘木材學の貫通
材に計算は全然考慮迄入れていないのである。

陸上冷藏庫の場合憾此厩計算外の熱損失はQの識30％
程度と見て設計.t支障なしと云われているが（粟屋良鳰
氏冷徹庫の譲計ノ船舶では之を其まま適用出來ない。
吾"C知り度0,,と願う頚柄は如上C計算式に對して蜜
際Z熱扇洩をどの位の％腱見れば適當であるかと云う熟
であるが此れ憾相當至雄の問題であつ~C資鼠的.二見出す

2．防熱の目的

離舶災熱の目的獄，外氣，海水，其他冷室に隣接する
嵩温が,壁を猶じて鱒導するのを防ぐにある事は云う迄
もない。然し，船鰐の瀧迭は熱遮断の目的に全く相反し
却って熱り徳導を助長する金騒部分と角材根太類力極め
て多量に陵熱壁の内部深く入り込み，或は此を貫通して

冷室内に凸出している状態である。冷室内に張り出し･た

梁や袖弧域の防熱よいたづらに傳熱面讃を増し，熱漏洩
の塁及蓮鱒睡費の増加を銀くだけでなく工事費をも著し

く増大する結果になるのである。

更に之等大なる邪魔物は室内空氣の適當の溌邇を阻止
しairpceketを造る傾向があり室の有効奔設を減少す

る。（グラピヤ篤億参照）

’

~

3．‐防熱壁の熱計算

RefxfgeratiugEngineeringl9虹oct(岡本護氏澤
、

冷凍誌巍戦〕に依ると‐

r船舶では金属部分があるために稽邇の壁の3倍の熱
漁洩が起る」と云う事が發表されている。此の様な織造
_L不再迩的の蕊漏洩を限られた厚さの防熱材を用い元,
最小限度に止めるにはどんな方法を探れば良いかと云う
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,Ikb外ないと思われる､ﾜである。複雑な型状の貫通材の

計算に就て斯界の専門家の意見を聞いて見ても;かくの
如き場合は幾つかの假定を決めてかからなければならな

いの元計算の溌深は，面倒して考えて見るだけの正確さ
を期待する事は出來ないと云う誘が多い厳である。

るので’萬全を期すると云う事は，勿論望み窪べく もな
いし，又限られた一局部の實験に依って全般を斜l断出來
るものでもないが，今後躰種刀構造の船舶D防誕筵の設

I

計晨當って幾分の参考にでもなれば望外の幸である。

5．冷凍船天洋丸の概要
FDざ▼

改装後の總噸数111224噸
冷藏鯰の全容磯(22室)7027.1m3
冷却管の總長.37,255n
容韻1rn8に對する管長53m

急速冷凍室畷係容積約1,050n8

防熱材(イ)天井及床面淡化コルク粒板
（ロ〕船側及隔壁理研ミネラルフエルト
防熱の施工要領侭第1IMA.B.C.Dに示す通りであ
る。但し脇面は冷藏鯰が直接外氣，海水其他隣接する常
温の室等に接する個所のみを示し各冷室の間仕句は除外
した。‘

．4．漬溌に侭る金属貫逼の影響

壁の構成に用いられる各材渦の特性を,､痩稚な取付状
態のまま測定する事膨困難な事であり，叉測定の目的注℃

壁全禮の綜合的陪果を知る事が重熟であるから，責際使
用の場合,貢洗熱量か定常妖態になった時壁面を邇過すｰ司
る熱り量を測定する事が最も望ましい事である。此の変
例としてLaReVueGeneralduFroidl939may(岡
志筐氏謹冷凍誌よ･り.）に載せられたイタリーの冷藏貨車
の賓験を塞げて見よう。但し此の資験は内部加熱方式に
依るものである。此の試諒は次の四つの場合について行
われた。

（1）標蝉冷藏貨車と同一構造の木箱

但し金馬片の貫通なきもの

（2）同上，貫通ポールトの有るもの

（3ノ没際の冷藏貨車f A．

(4)防熱壁を金蹄片で貫通し且つ内急速冷凍室床

△

16+25

’
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■

■

日
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■
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．
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温
度
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下
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部に金屍の被覆を施した他の冷藏

貨車

・鋪一表艤同じ匪熱壁でも金鰯貫通の

如何に依って貫流熱量の相當の開きの

ある事を示している。

筆者は24年11月三菱重工業捧式會祗

繊演遡船所に於て冷凍蹄改装工事を縫

った大洋擁鯨珠式會減冷凍船天洋試Lの

外
側
鉄
板
配
大
気
腰
娼
弱
Ｃ

25板

上甲板天井防熱

C

タンタトッフ。

．船鰭床防熱

1

b
~ノ7こ大拝飛白既l鍔§熱j§割ﾉlLLfT7《永刃ロノW毛"l｣v~〃 16版十25板’

防熱工事に從事し，此の綴な熱漏洩が第二甲板天井防熱
如何なる經路を經て起るかに就いて二
三簡躯な蛮験を行って見た。

然し工期に鐙われ乍ら片手間の賓験

ではあり，幾多の制渡された事情もあ

第、1圖

今第一岡の防熱要領に基いて，・窮一式を用いてQを計
算して見ると第二表になるのである。

此の表に表われた数字は試議片の入を採用し無接合の
ut熱材を使用したとしての計算である力､ら其熱漏洩ばわ
づかに6.3冷凍蓮に過ぎない｡本船は冷却運輔溌始懐約
50時間にして各室を－12'～一'4つに保持するため,70馬
力の冷凍磯'蕊の蓮鱒を必要とし峨績に依っても，防
熱壁の冷凍負荷が6．3砿だけと云う事は到底考え.られな
い事である.。

第1表
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－冷凍船の防熱一

第2表 折悪しく測定の半ばから雨が降
り始め，鐵板表面に潔氣の附着を
見たが其都度乾布で拭き取ったり

叉目測約5米の風が測定黙に平行
に吹いていたので，風除けを件っ

て風に稜る表面温度の愛化を極力
防止する{鋤めた。
測定識式ミ・リポルトメーター

(5"v)を用いた。サーモカツプ

ルは人禮の表面温度測定用のもの

を利用し，冷接熟には氷を用い

OoCを保持した。

紘題の表面温度の測這ま，外界

|W｡"儲考
｜

I

狸00

1983．6

－14

16．5

30．5

0．175

10600

rn

3789.69m2

Co

外氣ノ平均

Co

Kcallm2hoc

20910Kcal/h

｜

’’ ’ ’
20855KCal/h=6．3冷凍瞳

の影響を受ける事甚大であり，サーモカップルの渦黙の
溌造に至大の關係があり,種今の賓験の丙最も至維の湾
験の一つである事は専門家の等しく認める虚である。以
上の悪條件の下では多少の誤差は止むを得ないとしても

大燈次の如く精良結果を得た。即ち大氣と．鐡阪，鐡板と

ウエプフレームの接合部にはつきりと温度差を認め，閥

部③冷氣は鐡材を鱒って外面に迄活溌に移動して來て外
鐵板に搬散している状態が明らかになった。叉船首､づ

常温室から船尾の冷室の方向への湿度勾配も判り，之ね

は船側と接合する鐵甲板や隔壁を博う熱の流れの状態を

知る参考にもなったのである。

第二圖減此の結果を示し，第4表ば日光直射と表面温

度を示した。

第2園

そこで此れ以上の熱漏洩ば何に依って起り，どれ位の

ものであるかが疑問となって來るのである。吾冷は其疑

問を解く前に先づ種々の貫通材がどの位あるであろうか

と云う事を知る必要があろう。天洋丸の船魁構造では防

熱材の内部に包含される材料は次の如きものがある。

イ，木材，此の大部分は根太類であって‘'総計95n3,

防熱面1m2に對し0.025n3となる。即ち厚さ200n/mの

防禦壁1nl2に對し，容穣にして約12.5%の木材を含む割
合になっている。、

ロ，鐵材，主として溝形鋼，封山形鍋，幅900粍二重

底より上年板迄貫通のウエプフレーム等である。第三表
参照。

第3表防熱材中の鐵材
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ウエブフレーム放熱面積(〃）

合 計

全防熱面談トノ比.率

‐船側鉄板の温度分布
一全

以上の外三角形ブラケットが多敷附属し

ているから簡際は共比率は莫大のものと

なるである.う。

G・外板の表面温度

防熱材･を貫通する鐡材･の影櫻を見るために船瞭外側の
鐵板温度を測定して見た。此の場合は内外の温度の開が
僅少な上に，鐵坂巨魁力熱り良導燈であり，且つ其厚さ
も25粍近くもあるので，果してウエプフレームの接合部

と其中間との温度差がうまくキャッチ出來るかどう力､を

懸念して，夕刻から夜にかけて測定した｡事変日中晴天

の場合は日光直射や,他の副射熱､ために鐵板温度が上
昇‘して熱の移動が烈しくなるためか測定黙の温度差が殆
んど現われない場合があったのである。

タ 度卜坂の表面ﾆﾀ黒
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第5表五番第二甲板雨舷温慶表24年11月第4表

各種材料の表面温鹿測定（天洋丸甲板上）

’直射20.'11

〃20．1

〃、24．5

〃24．5

|鳥日影〕8，’大氣温度C

鐵板:白色
ペイント塗り

鐵板灰.色
ペイント塗り

作業甲.板
木板）

’

’

I ’昭和24.11.5.12時15分晴天無風

Ｔ
Ｉ
ｒ

L

第二回目の試該は上記ウエプフレームの各部分の温度

分布と船側室涼の温度の麹上に就てである。この試議は

第一回の船側鐵板表面温度測定後行ったもので室閥温度
がもつと降り塁豊を邇過する熱量が略定常状態になった

と思われる時に行った｡郊試鐘でばサーモカツプルに依
る測定注出來ないから不程止アルコール棒状寒暖計を数

ケ所に装遥して測定した。寒暖計を装置する場合挿入孔

等二依る誤差も極力防ぐ事に勉めだ事勿論である。

第三園ば其構造及温函､定識を，第五表は温度を示す

ものである。右舷左舷共第二次測定以後は防熱試蕊が濟

んで各室扉蒋放後の温度である。

第3岡

a

’

l
I

l
Ｉ

此の冷藏脆逮船側のみ大氣に接し天井，床及三方の隔

壁は何れも他の冷赫鮠〔冷却試験中）に接している。

借て第一表に依って船側'のK,即ち防熱面，平方米，
’時間’温度の開き'｡cに對しての熱遅過率は0.175

Kcalとなっている事を知るのであるが；此の場合彊俶對
流釦ち風の影穏等を受けないものとして計算すると．外側〃
ｵ､板p表面湖度は15.62.どなる。（計算省略）

但し熟計蕊は複雑を避けるために鐵阪はないものとし

た’事疫鐵板:武熱力良導臘であるから此の場合の室隙は．

熟の絶識には除り役立たないのである。叉第4表の※印
の温度は外部の影響を受けていないから比較的信を置け
るとすれば此の場合の木板表面温度に經聡上約13ocと推

定する事が出來る。

今假りに表面湿度が'3.平均を保っていると假定すれ

ば此の場合DKの値は0.714Kcal/m2hocとならなけれ
ばならない。此の場合と前の壌合（即ち第'表のK)を比
較すると約4.08倍の熱の漏洩が起っている謡になる。
賞際には空隙内の澱鹿朧下は貫通材や防熱材の繼目の

鯨其他に基因する極めて複雑な熱の派れのために起った
事と想像されるから，此仁綴に簡躯に片づけて総うのは

いささか乱暴p話しであり’譲諭の鷲地は充分あると思
われるが，他に適懲の方法を見出せない限り止むを得な
い事である｡筆者T計算したKの値と表面温陣關添を
第4岡に示した。」表を参考とすれば船臘を通して流れ
込む熱量は第一式に計紫の大臘3～4倍と推定されるの

ではないかと思われるのである。

7，’結論
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第4表の空隙温度は※印の外大部分ば太陽直射の影響

を受けている事が到るであろう。

本冷藏鮠の温度上昇試蕊（似熱試験）の」昇奉は次の
遜りである。

12時間の｣昇率。右舷3.5。左舷5．
1時間〃〃0.292。〃O&417．

試験器始時の室遡．〃-12.5,〃-13.5.

大氣温度最高14.4｡最低10．平均12.2°C

I
－26－

’

試麓次
〃

日時｜‘/‘‘｜‘/”｜‘/”｜‘/“｜ゥ”

測
定
黙
温
度
Ｃ

a
室
内

先
端b

中
間C

室
瀞
一
大
気

'第一次、

右
左

右
左

右
左

右
左
．

右
〃
左

４
３
１
１
一
一

－8．5

－3

－3

’2
一

※13.521.5

2017

※16.5

]8．4

９
８
一
一

７
４
－
－

0

－2

16

16

９
７
一
一

５
３
風
一

守
一７

３
一
一

0.5

－2

17．5

15

|器

戸凸一？こ＝

－ 9－8

－7－7

１
０

｜塾i：
16．5

16

20

16．5

第五式

－4．5

－2

&〕
鐸

0

]7

16



や
骨

一最近の船舶の冷凍及堂氣調節装置一

外國文献にみる

,最近の船舶の冷凍及空氣調節装置

とが出來たのである。
③

第二種は貨物の冷凍であるbこれは過去数隼間に著し
く膨脹した爲，今日ではいかなる腐敗のおそれある産物

でも大した鍵質の危職なく世界のどの港から港へも蓮ぶ
ことが出來る。

貨物冷凍施設の讓託庭先立ち，蓮遙の航罐,寄潅地，
及び輪詮すべき貨物の型式をしらべねばならなb.､。東洋

と合衆國西岸及東岸との通商に從う船舶途，南米又は西

印度諸島の通商に從う船や沿岸航路とは全く違う貨物を

輪塗する｡柑橘頃，バナナ，冷凍肉，其の他の腐敗し易

い品物に對し，相當建った温度と潔度の條件を保持せね

ばならない。上述の典型的な物品p一つ又は全部を一航
海に運ばなければならないから，各物品に捧育な個々の

要求を同嶬に管理するため十分フレキシブルでなければ
ならない。

積込港及航悔中の氣温及水温を冷凍設備の殼計ﾆ當り
考えに入れねばならない。同時に棲誘に於ける氣避と貨
物識遥の方法にも注意する必要がある。一般法則として
品物は猿込に先立つて獄冷または冷凍され･るが，倉庫か・
ら極喬まで鰄詮の途中温度C昇ることのあることも稀で
ない。併乍ら果物の貨物を〃果樹園温度〃で受取ること
は屡々 ある。その場合船舶の上の冷凍工場で蜜際の溌冷
を行わねばならない。それ故冷凍設備の能力ば必璽な潤

度を保ち，同時に貨物を積込んだ後實際に冷却するに足
る丈けなくてはならない。この冷却の程度は勿論上述の
如く，猿込まれる貨物の}伏態によるものである。
世界一厨航路の船では貨物冷凍設備の殼計に更に考慮
すべき黙がある｡この鎌な船はある極端な氣候から他の
極端な氣候へと航行し’あらゆる型式の貨物を積込み又
は陸揚するため途中で碇泊する。､冷凍設備は必要な温度
を縁遥すべき各為の特別の荷物に供給せねば怠らない。
どの寄逮地･こ於ても任意の一瓦割室の温度を急速迄鍵化
する方法を備えている必要がある。それは積んで来た焚
物を陸揚げした後，別の温度と冷却法を要する貨物を讃
むことがあるからである。
初め頃冷凍装置は隠定の乾球塞暖計｡温度を保つこと
を第一として殼計せられた。室氣の潟度，循頚，通風に
ついては少ししか考慮されなかった。冷凍と室氣調節の
進歩の結果，臓敗する品物の貯職には拶の三因子が重要
なことか明らかにされた。換言すれば乾球寒暖計風度だ
けを考え･るよりも,凡ての匹條.*を考慮に入れることが

冷凍装置について※

船舶の冷凍設備の發逹の途上に於て，舶廷備えられた

航海日誌の一″は，過去半世紀における發達について巌

密な論文を草するに常って基礎となるものである。

航海日誌をも含めて初期の乏しい記録から1880年は舶

用冷凍設備が商業用として第一歩を踏出した年と考えら
れる。此時以前10年間に多数の船は冷凍肉運難船として
儀装されていた｡この中には全く失敗した汽船Northam
や，部分的の成功に経った汽船Frigorifigue等がある。
常時のかかる結果は驚くに當らない。冷凍磯械ほやつと
賓鹸段階を脱したばかりであった。世論は冷凍肉に對し
偏見を持っていた。庭理，貯藏，龍入れ，包装，冷却又
は冷凍の正しい方法や,運搬中に保つべき正しい温度，
窒素吠態について何等利用出來ろ知識がなく叉適當な維
端の貯藏の手段もなかった。@i.乍ら國内で使いきれず輸
出せねばならない程肉蕊其の他腐り易い物を持っている
園が多い一方，浦足に生きて行くにこれ等の物が辛うじ
てあるという國々 もあった。腐敗し易い物を〃持てる〃
園から〃持たざる〃國へ輪塗するために浦足すべき冷凍
霞備が要望されることになった。
1880年に汽船Strathlevenは冷凍肉をオウストラリヤ
からロンドンまで運ぶことに成功した。舶用冷凍健置が

熱大陸間の腐敗し易い商W]の竣衡に對する經濟問題を解
決するたすけとなるであろうという，最初の編輯すべき

兆がここに見られた。この期間に冷凍工業はゆっくりと

しかし蒲寅に進歩をつづけていた。機調部乘狙員の協力

と共に船の上に澁鹿調節用の機賊的冷凍装置を採用する
ことは全く當然のこととなって來た°結果として,Stra･
thlevenによってはじめて黙火された濡望と期待とは堅
資な年毎の生長の丙に漸次賞現されて來た。
舶用の機械的冷凍設備はその数に於ても型式に於ても
大いに進歩した6舶用冷凍設術は大略二種に分類される
第一種は船の倉庫の冷凍で，この中に船員及族客のため
の腐敗し易い物品が貯蔵される。数年の間に船の倉庫麗
劉の議計，配置は資質的に進歩し更に多くの有能な船員
を保持し，かなり手賎しいケビンクラス族客の味侭に賄
をすることが出來る様になった。雄客蓮遥に關する限り
冷凍設備なしでば資質上世界一属航海はあらわれなかつ
ナニであろう。これによって船はその母港に於て全航海中
痩質腐敗の危嶮なしに食品を撰撰してこれを貯職するこ

’
１
１
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冷凍鐙蚤の譲計lこは賛際に重要なのである。以前はこれ

等の四因子の正しい造衡を應用しなかった焦講鍵出來な

かった物が今日では多数立派に駕詮さね元いる。

1930年代の弔蜜まだは蝿ガｽ又は天ﾝ毛二茨鐙董が
q－．｡-②ォ

騒舶で普通に使用された。雨者とも峡黙を持っている。巴･
U幸

淡酸ガスは無臭,無害承ため歴く使用された｡併しその
臨界温度と”庭を.120016sI罐に達する部､凝縮延力は
きわめて軽大に作ら矛zf二蝿醗必襲とじ髄職侭段,
及馬力の黙でこの方式を不利とした｡操作睡力が高いた
め，炭酸ガス装置は曹邇プライン方式と組合せて使用さ
れた。ガスを全船に亘り管で邊ることガ困難なのである
・アンモニアは淡酸ガスよりほるかに適當な冷媒である
が，有害なことが鉄黙である。この理由によ･りアンモニ

ア婆霞は族客船にはめしったiご設硫されなかった。尤も貨
物船には産く使用せられた｡大きいアンモニア装置にあ
．うては,全船にアンモニアの管を弓麺すことをさけるた
め，醒〃プラィン循衰法を使用じた。船の倉庫叉は小さ
い貨敬総力嬢方狭'‘､所に使うのには,櫛ｺｲﾙ丙で直
接アンモニアを膨脹させる方法が既々 用いられた6
こ液等の何れのガスもその短所か明らかであったので
技術家達はもつと適當な種類の冷媒を發見しようと常に
努力した。その結果〃フレオン〃系が造り出されること
となった。〃フレオン-12〃は最も一殻的に知られ用い
られてい元，且つ無臭無害である。アンモニアや淡酸ガ
スよりかなり低醗で操作するため〃フレオン-12'ﾉ機:賊
は軽量'I型で，冷凍能力1噸あたりの重量は大いに輕減
された。併し低温に使用する.と〃フレオン-12〃はアム
モニアより能率が悪い。けれども舶用としてば十分その
目的に役立うている｡、作ら往復動装置に對して理想的
の冷媒が發逹すべきである。低温に對して應用可能なも
のも若干ある。その一は〃フレオン22〃でその熱力学的
性質は若干アムモニアに似ているが有害ではない。冷凍
機に於ては多くの進歩が賞現され，新しい物が發達しつ
つある。蓮度は増加し，更に新しい讓計p往復政装置に
あっては，より高い回鋤こ反對する合理的な諭謎はない
麓式のアンモニア及び溌駿ガス鑿澄は賦々毎分80～100
画郷という此鞍的低速度で操作していたが，賞際のピス
トン速力ばある場合には毎分''50厘卿の新急計りフレオ
ン睡縮機のそれより大であった｡殻計；こ於けるこ鰺鍵化
は，重量，費用，及び必塾面髄を減ずる前進の一歩とな
った。冷凍装霞の調節は最近大に改良されたい数年前に
築き上げられた自動調節に含まれた多くに困難は消滅し
裟置の正常な蓮韓中人間の注意を最小に減ずることが出
來た。〃フレオン-12'ﾉの嫌な無臭無害な冷媒が發見さ
れ，直接膨脹ｺｲﾙガ度く使用される襟になった｡冷凍

容砿250,000ft3の船I埴接膨脹D〃フレオン-12'/方式
を使用して浦足な結果ガ得られている。
〃プレ．オンー]2ノノ冷凍法はプライン循環と共用しても
同じく適営で'多数のかかる設備が用いられている。過
去二三年の間に直接膨脹方式は優勢になって來たo
冷凍装置という低温側乞愛化は,高温側の鍵化の後を
鎧つた｡匿い載荷歴劃哩設けぢれた一次表面コイルが止
められ/,i,ぢんまりしたフイン付のコイルと弼糊循環通
風とが使用された結果，使用出來ろ冷凍容漬ガ増加し
た。

以前この場所にはかさばった厄介な一次表面空氣榊
器（寵力式）があって，汽船の操作者はここを利用出來
なかったのである。･彊制空氣循雲、結果これまでの例壁
及天井にめ‘ぐらしたコイルによっては運掻出來な力つた
多く･の品物が運べる識こなった。室氣量．北ル表面賞，
及蓮蝉温度の正しb泙衡が得られて，輸邊される種港の
貨物に最も適した一定の相對温度を保つことが出來た。
氣隠や液禮をポンプするのに遼心作用を用いることば
多年行われたが,多くの舶用機淵士には遠心冷凍磯ば綴
りよく知られていない。併乍ら遼心冷凍機は語明歩みで
ある旬30蔑甑以上この型式聡られいろいろに應用され
ている事資から明らかである｡要求される要目が遠心猫
披‘ロ款計､容量の海璽に保たれる時は,この機披は船舶
での使用に理想的である｡遼心型砿縮農に最も普通に使
用される冷媒途キヤリーンNo.2として知られている
〃フレオン～''〃である｡．〃フレオンー,,ｼﾉ.は無臭の液
遥で大気唾の下で74.8.沸勝し,｡際放した容器に於ても
少量の損失で表全に取扱える。冷媒も遠心冷凍賎も共に
船紺ご設備さﾏた装置に理郷を持つ各種の海上保瞼業者
及讓計代理者に受け入れられる。アンモニア及び〃フレ
オンー'2ノノと此i陵してキヤリーンNc.2ば幾分高いサイク
ル効率を有する。液遥を中間冷却するエコノマイザーを
使用すればサイクル効率は更に改善される。腫縮溌自燈
（厄鱒子以外可動部がない）及び補助雌冷凍サイクル装
置の敲計獄非鮒に完全でポンプ効率臆80％以上，機餓効
率は99％に近い値にまで大型装澄で達している。

最初そば稲験が柱復剛機披に限定された人為には遠心
潤戒のこの高い効率は必ずしも知られていない。

遠心機城は濁立の一組となっていて，瞳縮磯，凝結窯
冷却器が共通の基礎の上にのっている。冷媒獄，管系等
はない。又腿縮機の可動部は厄韓子丈である。遠心睡縮
機で非附に好もしい聴徴の一つば，これが蒸汽タービン
に直結されることである。この特徴あるが爲に腫々 發遜
装置が不用となり，多くC例で大いに熱平衡力､改善され
船の動力設備の談計こ於てその他の經濟となるものであ
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ろ。遠心陸縮機は后様にしてモーグー躍動ぢ出來る。こ

の場合減速歯車が用いられる。何れの躍動方法でも遠心

冷凍磯は負荷に應じて出力を麹上する。これは屡倉負荷

の鍵動する貨物冷凍を經濟的に操作するにば重要な性質
である。

現今快適な室氣調節のために水を冷却することから，
冷凍貨物室を零下10oFに保つことまで,種々船舶上に

遠心冷凍磯が用いられている。

舶用杢氣調節の應用

本論文の前半に於ては船の冷凍設愉を主として考察し

た｡室氣調節に於て冷凍設備は非常に重要な役劉をして
いるが’多くの船にこれが採用されている。始めて空氣
調節と機械鮠冷凍装置を備えた船の一つばロイド，トリ
エスチノ斌線の汽船ヴィクトリヤである。この船の食堂
と若干の特別室とに室氣調節が行われた。装置の型式は
ｷﾔﾘー ｱ遠心冷凍磯と調節された冷氣を導管で配遙す
る飛沫型室氣調節方式であった｡1930年と1931年に5隻
の豪華船マンハッタン，ワシンI､ン，モングレイ，マリ

ポサ，及ラーラノンが建造された。米國船籍pもとに作
られたこれ等の族客船は食堂に室氣調節を倣えていた。
この室氣調節方式は素晴しい成功で，引綾き多数の船に
設鮪せられた，その中にはアメリカ，クヰーンメリイ，
ノルマンディー，アンコン，バナマ，及クリストバルが

ある。

戦争の初期室氣調節装置は60乃至70隻の族客船に設備
されその中には多数の個人のヨット及び若干のsmali.
registryの船がある。変質上すべての場合室氣調節は全

く食堂又は一二の公室にのみ限られていた。公室及客室
を含めて完全に室氣調節を行った戦前の船は，日本國有

銭道の興安丸のみである。

使用された腫劃刀数が限られていたため，室氣調節方

式は月並のものであった。循蕊選風機つきの室氣調節装

置一式があ.り，こわが供給管を通じて室氣を食堂に供論
し,還氣費を通じて室氣が循逼する。この時通風の意味

で一老量の外氣を導入する。筌氣調節方式のため②水を

冷すための冷凍装置は,ある例ではｷﾔﾘー 遠心冷凍磯
によって行われ，他の例では貨物冷凍用に備えられた豫

鮠鐵械で行われた｡識脆機域は筌氣調節のため③冷凍を
するのに使刷して非常に浦足に動いた｡要求が小さかっ
たから'吸入水頭の高い作動状態に於ける溌脆機敏の容
量は目的に對し十分であった。クヰーンメリー懲公室の
室氣調節のため惇水を冷却するの膠蒸氣噴射磯方式を使
用している黙で特異である｡”

空氣調節ば又非常に多数の海軍纒腿こ設臓され蓮。す

一最近の船舶の冷蝿室瀞轤置一，ミ．L・〆

ぺての場合第一&二年板下の指鋤のためで乗組員の挟適
のためではなかった。駿時中室氣調節腫繊鑑艇に限ら‘

れていた。その間に認分的の室燕調節娃十分でなく他の

國の駿後の船と識するためには完全に筌氣調節した譜

が要求されることガ明らかとなった｡公室及客室のた通
に完全に室氣調節をした戦後の船が現今11隻ある。室氣
調節した列車にのり，室氣調節した職場に行き,室氣調
節したストアで品物を買い,室氣調節した永テルに鍵ろ
族客が室氣調節を持たない船を後援したりしないであな

うという事資を見逃して今後の客船を建造すること力許

されるかどうかは疑わしいと思われる。

室氣調節を船に腰用することば決して簡軍な問題でな

い，その場駈の型式に應じ使用目的に從つ工別冷の唾扱
をせねばならない。船の種々 の厘劃が濁立に操作出來る

齢二，装置を分けておくべきである。使用目的の異る場

所の間で峯氣の混合することばさけねばならない｡從っ
てラウンジや瀞鍔室の室氣訴櫛系統の上にバーや喫煙室
をおくことは望ましくない。

客室の室氣調節はもつと複雑である。この場合再循調

した室氣の混入する危険は明白である。又族客が好む状
態を各室に於て得員れそ様に個々 の温度調節を鐸つ必要
がある。

族客室の室氣調節に三方法がある。ぞの一濫各室迄別
だの樹立した塞氣訂獅装置を使用することである。この
装認式小さいキャビネットで,冷凍璽鏥磯,冷却管,凝
絃器及び邊腰機をまとめて織成されている。この方法は
箪飼に孤立した室にのみ奨められる。
第二の方法は從來行われたもので'室氣は中央の筌氣
調節装置から邊出され供給管を通って種を.の客室に逢ら
れ，還氣管を通じて返ってくる。返って來た室氣は換氣
のための或る量の外氣を混入し，再調節され再び分配さ

れる。個"の室温をコントロールするために供粉する室
氣は最低の要求湛度に冷却される。各個室仁吹出口に再
熱コイルが設けてあり’族客絃室温が低すぎる時峯氣温
度をあげることが出來る。
もう一つの方法は職腫氣供紛方式であって,各室に
はｷ捌に設計された室氣混和装迩即ちウェザーマスター
叉は導管系を備える。ウエザーマス択一に供給される空
氣怯凡て外部から吸入され，中央装遼の方式で潟度及週
度を定められる，垂内の装置に供給される峯氣億上上較的
高座で,比較的に細い導管力唖用される。中央装遥から
來た一次室氣は僻のﾉ弍ﾙを通じて導管系に吹出され
室自魁から室氣循頚を起す､從って室内で循頚する全鯉
の窒氣は’導管を通じて導入された一次室氣C約5倍と
なる。室内の装侭には遥風機も運動部もない。装遥の中

－29－
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あ二次コイルの中を冷去li水又はi賊が邇過するが,この
コイル'す夏は熱荷重を吸收し，参は加熱の要求を浦たす

のである。披客は二次コイルの中を流れる水”量を調節

することにまって冬も夏も室温を個冷に調節することが
出來る。この方式の筌氣調節錯登は目下建造中の5隻の
族客船に設備されている。これは客室の室燕調節に特異

′な望ましい性能を責現したもので,第一台に細い室氣供給

管から成立ち,客室間に於け.る凡ゆる室蒙切再循頚を消
滅し，遼氣管を不用にじ，且つ各室の乘客が個冷に温度
調節を行える儀涯した。

給する一系統の総凍装置は高い全磯効率をあたえ，

豫備装置腱よって常に信頼出來る冷凍を砿保する。
4．大容量の往復動冷凍機はすたれてゆく傾向がある
‐タービン叉はモーター躍動遠心睡鯖磯が多く用いら

れるであろう。吸收冷凍機(absorptionref・naach)

も容積重量及び運鱒費が減ずる様に發達すれば度く

用いられると思われ，その發展の可龍性がある。通

常の温度で120噸以下の容積のもの及び低温，極低

温て50噸以下の容遥のものは現在非儲に成功して愛

達している多氣筒，高速，往復皿型が決定的であろ
う。

5．冷凍貨牡船に於ても族客船と同様な傾向となるで

あろう｡､ここでも族客船の食料品貯藏の如く，比較

的小型のコンパクトな室氣冷却器が重い厄介な冷凍

コイルに代替するであろう。この様承装置では全部

非鐵金展表面で造られた直接腫脹叉はプラインコイ

ルを使用し，現今〃フレオン〃濫媒による銅製管系

・の使用に見られる操作上の多くの問題を解決するで

あろう。管系及コイルに於て眞鋪灘接ぎ銅管力顎管
にかわるであろう。己のことと捌御法の絶間ない改

良によって直接膨脹が使用されあ様になり同時に冷
凍室の完全な温良調盤と,又比戯的故障の少い操作
・が可能となる。

6．將來の發展は冷凍装置の操作の信頼度を増す方に
向うであろう。船舶上に於けるほど信頼度の重要な
所はないから，どんなに望虫しく見えても，他の性
能をうるためにこの根本要求が畷性になることはな
いであろう。鯛宮眞）

將来の空氣調節の發逵

將來の溌見は常に危瞼であるが過去の事績の傾向と，

離船に室氣調節が好んで取り入れられたことから次の事
が指示される。

1．潜來の客船は凡て庚汎に室氣調節を行うであろう
室氣調節される風劃は一等の全客室,二,三等の食
堂，ラウンジ及び二等の若干の船室にわたるであろ
う。、

2．客室の室氣調節方式では不愉快な風や騒香なしに

年間を通じて客が温度を調節出來るであろう。

3.'一般の船の冷凍方式は一つの方式に一魁となる嚴
發展し，そこに貯藏及室氣調節に必要な極低温，低

温及び適温が行われるであろう。極低温及低温に對し
ては,何等か①要素が故障した際に識朧装置が利用さ
れる。

豫備装置の使用が必要の際は室氣調節装置はその

容量を減じて操作される。いろいろな温度水準を供

’

表面温度とKの関係 （2頃よりつづく,.….…冷凍船の防熱）
本稿に述べた事|浅亘大の防熱壁の極J部分の試験結果，
の報告であって,全般的の熱損失を決定する事は州來な
い｡蜜際長い.熱削間中は識期しない故障が各方面から
起って，防熱腓の一部に浸l《個所を生じたり，それが工
期に開凍上完釜に復幽出来鮫かつたりする場合も無覗出
來ない熱損失鮫~つい緊因ともなるので,必しも質通材
のみの黄に蝋ずぁ認にも行かない6然し乍ら船磯から浸
入する熱漏洩ほ冷凍設計p中見越す事の出來ない研究事
項である事職蕊礎であろう。例えば不必要に犬きい摂太
等は篝はあおtも奮憾ないし叉熱婦洩か量の測定も冷凍
嬢を通る冷醐か魁を正確に知る事に依っても或程度は見
當付けられる問題であろう。即ち荊關塵する技術者間の
より緊密溌鰄に依ってのみ技術の進歩を望み得られる
のではあ為鼠いか。〔理研保温材群）
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我國現在の造船界は新聞等迄よ･ると極めて隆盛であつロ』
て，その造る船は何れも匿秀船ばかりと云う事になって
ぃ晨溌であるが，蜜狄は之と甚しくかけ離れたもので,
寧ろ二昔前の昭和2，3年頃②郵艦天洋プ1級の代溌として
の塗間丸錯約9隻の新進船が行われていた當時の方がま
だ量力､ら云っても質から云ってもましな方で’まして其
後の昭和10年頃の助成船及び國策船建造時代と比較する
と誠に感慨無量のものがある。然し乍ら一方維潤直後あ
れ程多くの熟練した技術者を散逸させ’旦敗職によって
錘度に低下した造船技術も着／#復霞の歩を進め，-特に二
三の造船所に於いて，その設計，工作共に目毘ましい復
潅振りを示しているもののある事は大いに意を弧くする
斫で,･一時敗戦に混飢の中に想像された擬こ’その復奮
に教隼を要するだろうと云う見通しは見事に種えされ’
今後5年乃至10年で一流の造船國として立って行ける事
はほ浅確蜜と考えられる溌二なった事は誠に御同慶にた
えない。勿論そのためには多くの問題があり，之等を解
決しなければ里の望みを達する課には行かない。之等わ
問題は今迄も多くの人々によって本誌上に述べられたも
のであるが，銭涯再度くり,返えして見たいb
×××

一論

諸，問題

原．田秀雄

訟一

軽い船を造る事である。そのためには前述つ材料の問題

から綴に述べる凡ゆるものが之に關係し，維局廷於いて

みな船を輕くする事を目的とするもめで，寧ろ本文の題

目とした方か遥篭な位のものである。‘この問題の解答と

して色倉なものが考えられるが，次に一つ一つ之を述べ

ると，

第三の問題として溶接工作法及殼計去の研究がある。

溶接技術とでも云うか所謂溶接そのもの膳相営に研究も

され，蜜際の技価も充分にあるものと考えられるが，自

働溌接を更に庚範園に使用する爲の工作法［ライニング

グヅキング等］が遅れている。之にはこの目的、工侮機
被のよいものを箒計する人が居なくては駄目でウガス切
断楼等も無論の事で，要するに從來のポンス場二並んで

いる機餓に取って代るものの設計堺充分でない。從って

殆どが手で行っているので，自動熔接を用いる個駈がど
準

うしても少くなる。之は澆接屋でも造船屋でもないその

中間のﾉLの責任かも知れないが，現在の各造船所の現場
の技師であれば,外國特に溶婆をよく用いる米國，スエ
ーデン遜りへ1ケ月も出掛けて向うの進船所の新しいも
のを見て來たら－－．應の眞似は出來るだろう。然る後に之
を天分研究して猫自のものを創り出すのが最も近道と思

銘一の問題は林料であって之は根本問題である｡即そわれる｡溶接を用い獄計法も之に次いで夫き踊藤
の質の向上と製品の寸法の問題が之である。質の向上に溶接は鋲接の代用ではない素材の一部をなすものである
よって溶接使用の範函を識め，舩魁を輕く且つ小さく建と考えるべきではないか，早い話が山形でも1本のもの
造する事が出來，ー方寸法を更に細く分けた製品を市場を曲げるより，2本の山形を溶接でついで曲ったものを
ルー出し，之亦船艘を輕く造る事に大きな寄與をする課で造れば同じものが出来,然も安い｡.然し乍ら鋲接となれ
ある。元來後の方の問題はメートル制を採用し始めた當ば鋲を打つ面俄が要るから山形同志では困るので,肘板
時から外國船級をとる際，多少とも不利になり決して有・が必要になる鼓に溶撰と鋲倭との設計法の張本的な相違
和二ならなかったものである。成程ロイ･ド，醤B･C.等がある。又その外によくいわれる起重機の力量と云う事
にメー1､ル制に規則もあったが’總て之等怠板型材共にも無論考える。大きな力量があれば便利には逢いないが
牛粍置きであって'規則の適用が誠に難し力､つたもので之は必ずしも絶塑酌な條件ではない。
ある。現今根､半耗置きは一部分資現しているが，之を×・××、
型繊二迄及ぼさなければ”明の目的ば達せられない。之第四の問題としはて別l.総二於ける波型|隔壁猟ある。之
等製鐡駈縢係の問題は之に止まらず後述に波板、事もあは湖･艫船に10年位前から魔く用いられて來たもので，特
、り，是非造船に協力して鋼材の供給を行って貰いたい。に1933年に試作されて以來庇く使われている。ベッスレ
製鐡駈の理解なしには造船技術は進まない。ヘム･フリーヤー型が最も有名である。昔から貨物船の

×××隔壁に謹直叉は水平|C波板を用いた駈は砥見受けたもの

第二の問題は輕ぃ船を造る事である。之は箇條書きでであるが，當節の泓鮠船のそれは之と全く異る砿念から
取り上げるには少し不適當な題目であるが’元來船の設出發したもので，同日には論じらわない。即ち弧総譜の
計力要黙は條件を浦たす最も小さな船を造る事である。縦壁を水平波型とし，繊型を水平又は垂直波型とし似湧

、－31－
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－船の科學一

鞍は一切用いず僅にトランスの位置に深いウエツプを当
…＝乃至監三箇駈設けるのみとしたものである｡‘この型
式に隔壁､主眼とする所は－無論激鯰譜に限って述j､ご
るのであるが雲一先つ縦壁､材料を'00%船の縦謹度に
寄與させる事に．よって,部材の酊澄を經濟的ならしめて
騒殻をそれだけ輕くする．ことが出來る。この馴職壁二
ついては言えない事であるが，縦壁､みでもその重量輕
減は大きい｡亥に湖鎗っ揺除がこわによってより完全に
行える’副賦撰材があっては油の残る個駈が多いし叉掃
除にも手間がか麓り，不完全である。従って船の涛命が
波型を採用するこどによって永くなる。この意味から云
っても漉副曝壁燃接樵造とじなければその便値の一部
を失う鐸である｡波型に加工した長尺の板を織接手と
も溶鋪ること怯生浸しい事看ないが,鍵農手ば集駿と
して工作の逃げを考え,糠接手はトランズの位置に置い
てｳｪﾂブで縄縁して置けば加工の不正確倉は問題に淫
るまい｡波の深さは板享によって塗える方式の方が多い
ガ無論一定の型のものも多い。激瞼D如く容積に影響を
奥えないものには誠によい。隔壁溌遥でこれを縄費に用
いて得亀重量輕減(ま大きな値を示じ從で船の寸法は小さ
くてすむ｡唯この方式を採用ずる事が今の我國で必ずし
も容易でないのはその波型の加工の黙である。勿論之に
専門に用いられるプレスが英'癌に於いて盛庭宣傳され
臓入されんとしてい簿とも聞く，然し乍ら世界剛:艫譜
界の將來を想う時，その船型の増大に必至であり，又そ
の船の市場の世界的であるのに鑑み，今よりこの波型加
工を鍾力に行う事を早急に賛現する事が急務であると信
じる。そわには各造船所で別冷に4睡麗塵のプレスを備
えて糊塗するよりも5製鐵所を材料が出る時既にこの型
とすや嫌に’遥に握力なプレスを製鐵所が識荷するか或
は更に土木方面の失坂の如く最初から裁匝の波型にロー
ルしたものを造り,造諾所はそれを購入する鶴こしたな
らば，成型は容易'･安便,正確となり如何なる造船所で
もこれを利用する事が出來ろだろう。
××

×

麓五の問題は輕合金の使用であるが，これは最近稔殊
の事精廷より急激にその使用を促進させるため各委員曾
が形成され出したものである。然し乍ら外國では既に五1

－卜年も前からその趣隙を有し幾多の文献が讃まれ多くの
資例が紹介されているが特に今次大戦中英國に於いて一
般商船にアルミ合金を使用する研究が進められ‘今でば
殆んどの船の上部機造物の主要部材を悉くアルミで鎧っ
ている有様である。叉室内蟻装にこれを用いた例は古く
から枚畢にいとまがなくクヰーンメリー鋤始め大客譜は
皆悶當量のアルミを使用している。然るに我國には未だ

灘進艤珪その何れにも用いられたのを聞かない｡(軍鑑
は別と~して〕が恐らく上述の各研究委員會の成果として
近く賓現を見るのは確かで，甚だ遅れたりとはいえ喜ば
しい事である5無論船を輕く造る効能は云わずもがなで
あるが－事責は使用銀材の約半分の重量ですむ一室
侭艤装となると更に防災の役目も考えられるにも拘わら
ず，今迄日承の船主に歎迎されなかった主な理由は，海
上に於けあ腐蝕，高授なこと，信頼出來.る規格のものが
ない事，加工が鋼材と異ること，塗装が難しい，鋼材と
の間の絶幾熱こよそ伸び方及弾性率の銀材との相進等々
を筆げて数えられたものである｡.然し乍らこれ等は何れ
も高債の鮎を除いて問題にならないので要するにアルミ
の素材が造船者の要求する規格のものであ説ば後は船主
の決断渥待つの尋で，その規格と誰ども決して賓現不能
でなく恐らくは簡軍に事のすむものと思われる。各種蟻
装品,機關部分品，上部総進物等々 大いに用いて軽い安
定な船を造り，容易に火花を出さない粧艫譜を造り度
い。

××．×

鋸の問題は高睡高温蒸氣の使用の事である｡戦前か
一らの事であるが錨こ米國に於ける舶用蒸氣機闘は非常な
高睡を用い我戦後の17氣睡の丸罐に對し80須睡もC水管
罐を自由に用いる爲機關部關係の總重量が極めて輕くて
我冷の約雫公,叉その占める床面畿も少くてすみ設計感
非常に樂になる。勿論總ゆる補磯･陰にポンプ・の類が確斑
でなければこの芸當は出來ないが，一方こわを自由に使
いこなす乘組員の質，叉その機關を採用する船主の頭，
皆羨ましい限りである｡・

色食と技術的な問題のみ取り上げて來たがこの外にも
まだ多くの問題があり改めて述べる事とするが,例えば
荷役装置，塗盤材料，合成樹脂，防火艤装，等々 がそれ
である6然じ乍らこわ等の問題よりももつと念を要する
ものがある。即ち技術者の海外波遣で特に現場の技師を
見学に出すこ.とで，その篤の費用等はこわによって得ら
れる利益に比して全く問題にならないもので若い能力あ
る者が大いに出かけるべき時である6叉二昔前に大きな
功績を筆げだ船質改善助成を念く．必喪もあろう。採算の
とれない事の明らかな低級な船を改装して船腹を充すの
に急なのは必ずしも探るべき手段でない。

誹然と雷いてここまで來たが，由來船特に造船工業は
雑然として而も調和のとれているもので，他の一貫作業
の整然と行える工業とは全く趣を異にしているものであ
る。その問題を醤くのにも矢張り一生つの線に乗り切れな
いものがある。（大阪大学工学部教授）
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-Libertyshipに見る米國の船魑鐸一

LibertyshiPに見る米國の船禮溶接（三）

橋本．啓介

5リバテイシツプの船艘溶接施行要領(綴〕

（Ⅱ）船蕊に諺ける溶接

船塞に於ては，前項（2月鰯擢載）で述べた各ブロッ

ク･を溶接を以て結合しながら組立てて行くのであるが，

ブロックの浬立の場合と辰様，溶接による残留應力や歪

を極力防止するため．，いづれの造船灰に於ても極めて注

意深い手綾きと順序がとられている。一例としてFig.11

みちFig.15までに,Kaiser造船所に於て責施された
船塞に於ける溶接麺工璽頼に示す。この溶接脹序は，同
造船廃に於て100隻以上の船に蛮施經鹸しこ施工法の中

最良のものであって，こ“工法をリバテイシップに用

いた続果は,溌接による歪や残留應力を殆んど防ｴEL得
たことを明力､にしている。

船塞に於ける船農の組立は，キール盤木'二フラットキ

ールを並べ，そのバットを麓接するこ・とから開始さわ，

先づピルヂ部以下の諾底外板を完成させるのである。・

Fig.11は船底外板の溶接順序を示すもので，船燈中央

部のフラットキールのバットの溶接から始まりI嘩前後

方へ同時に左右舷側方向に向って溶接さ汐て行く。この
場合も，パットは必ずそこを横切るシームより先に溶接

するようにし，若しシームの藩接が未だ溌倭してない（

Fa〃外板.熔接順序

舩側外板
一

了冒万一芯重亜蒻醐L堅謨ﾗ桑憩-鴎埋ご罫蝿』
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ツトを過る場合は，一

應そのバットの手前の

]8．ﾉ距離で酵一ムの溶

接を止め，バットの溶』

接をすませてからその

シームc謝妾を進める

よ･うにしている（圃中

今印の箇灰)。f苛接手
！の開先陰X型とし，固

の順序に從って先づ外

p一一

‐‐r

I

１
１
１

一屋

-註x⑦②--遥等は内底板のうbﾂﾌ授手烙腸順序

2．⑭,⑳-一等は内底板と〃倣の熔接順序

、

筐，
l外板

板の外側から上向手涛

接で裏溶接を行い，然

・ろ後丙側から自動溶接

を行っている。

(Fig.14参照j
NOZthCOrclina*

緋所では，この船底外
叛に組立をブロック組

'四阜叛
〃ﾘﾀ師

Ra杉二重底熔接順序

C列外板

立とせず，全部船蜑で溶接組立にしているがその施工要

領を述べてみよう。先つﾌﾗﾂﾄｷー ﾙのバットの澪接
が箭述の要領で全割完了すると，最初に中央部A列外板

の四つのノサツトが外側から手落接で結合され樹､て同じ
く4列外板とフラットキールのシームが裏溶接さわ，然
る後,内側からA列の四つのバｯﾄが自動雛され,綴
,いて後方から前方に向ってシームの自動溶接が行われる。

それがすむと同じ要領で，今度は次のB列の三づのパッ
トが涛接されABシームが溶接され，更にC列の二つの

バット，次でBCシームと云う順序で溶接を進め，かく

して船底外叛は先づ一つの菱形を形成する如く完成され
る。綾いてこの部分に，前部，後部，交互に全く同じ要

領で，タ賑が溶接されて行き，遂に船底外板の組立を完
了するのである。この場合も，バットの溶接が必ずシー

ムに先行することに愛りなく，溶鯛唄序の韮本的な法則

･に就ては全く同じであることがわかる。
L

船嘩ﾄ板の溶接か完了すると，船燈中央部から二重底

ブロックの取付が開始される。即Fig.12に於けるXAL

ブロックが先づ搭載さわると,Fr｡93から前後方に向

って，先づバーチカルキ全ルとインターコスグルが外板

に瀞接され，綾いてフロアーが同じ順序で外板に溶接さ
わる;･各フロアーの溶接は總て船魁中心から舷側方向に
向って行われるが，筒この溶接はピルヂ部のD列外板の
溶接と直接鴎遜していて次の順序で行われる。‐

(Fig.12参照）

(/i)D外板のバツI､の群接
(D)Oﾀ賊とD外板のシームの溶接

（ハ）フロアーとDﾀ版の落接

（二）丙底板とD外板の涛接

かくして一つの二重底ブロックが全く外板に溶倭され

て後，次のブロックが搭載される。そしてこの隣接ブロ

ックとの結合溶接ば，先づバーチカルキールとインクー

コスクルに接手力溶接されてから，内底板に接手が舶腿
中心から蕨舷側方向に向って溶接される。内底板の接手
は，始めブロックの一方だけ上側に30･の開先をとって

おき，下から裏溶接の催，之を60oV型厘ほつり取って
自動溶接を行っている。以下同識こして,Fig.12に示
す順序に從って溶接が進められ二重底の溌接を完成す
る。，

二重底ガ完成すると，機城室から主擴壁の搭載が始ま

る。獣完成した二重底の上に之を立て，所定の位置には
つり合せて内底板に藩接する。この主桜壁ば下甲板まで
延びているが，識いて搭載されるﾀ賑，中心縦壁,.甲板
その他内部幟造總ての取付位置の基準になる。この主繊
壁:こ次で色狩な内部織造のブロック，即ち，燃料タンク

中心縦壁,デイープタンク，船尾部構造（下部)，シャ
フl､タンﾈﾙ等が順次取付･られ瀧さわて行く。
かくていよいよ下部の､ブロックから船側外板，下甲扱
船尾部,船首部,甲板間隔壁，上甲板の順序で搭載されて

行くのであるが，その溶接も大腿この順序に從って下部
から上部へ船魑中心から舷側方向へ，船鰡中央部から前
後方へと進められる｡即ち,先づ外板のフレームが丙底坂
下甲板,フラット等に溶接され,次で主鱗壁が外板に溶接
されてから，タ}鈑接手の蒋接がに示す順序で行われる。
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載凄先ずFig.15

(a)に示すように,’

各ハッチ及び船首部

を中心にして6個の

大ブ苞ツクにまとめ
られ，その大ブロッ

クに於ける溶掲噴序

はFig.15(b)に示

す通りで，勿論この

ブロックの形成に獄

って，外板との偶付

溶接は禁じられてい

る。次で.Fi9．.15

(b)示す如く,1);

(1A),(2),)2A)

…の順序で上甲坂の

溶接が完成せられる

のであるが，その施

註スの②-一等は甲坂ﾛﾂ接手の熔揺順序
z②⑳-一等は甲板と外板との熔接順序
、＆-←印はﾉも卜の手前〃"所･f熔接を止める

～

〃6．忽一下甲板熔接順序
『

F

下甲板の溶接唄序はF"13に示す通りで

（イ）先づ(1)の接手をはつり合せ，朋先をとり，溶

接する。

(ロ）次に(1A)の部分のビーム，隔壁，カーダ～等

を下甲板叉は外板に溶接する。

（ハ）然る後(1A)の甲板を外板に溶接，

綾いて(2),(2A),(3),(3A)の部分の順序で下甲板
,の溶接が行かｵﾏる。筒甲板のプ･ロック接手の溶接は，

Fig.14(a)の要領で施工される。叉甲板とﾀI板との溶

接は,Fig.14(b)に示す要領で45.の開先をとって溶

接される。この際，甲板と外板の取付けには必ずボルト

締めを行ってｳ假付落接を蕊じている。、
下甲板の溶接が経ると，之にﾀ版フレームが溶接さ説

外板接手の溶接もすっかり完成する。そして，それから

甲板間，並に上甲板に溶接が始まる。この上甲板は，搭

行要領は下甲板の場合と全く匠様である。

以上で上甲板までの溶接が完成したわけである。

（Ⅲ）歪.と残留應力の防止に就て

船鶴涛接に際して誰もが直面する最も困難な問題の一
つは'溶接の熱によって生ずる歪と残留應力の問題であ
ろう。拘束の無い最も自由な状態で溶接を行えば,残留
腫力臆避けることが出來るのであるけわさも，その代り
收拾し得ざる程度の歪を生じj船趨の組立に支障を来す
ぜ，或はその歪の蛎正の爲に莫大な工欺を要するであろ
う。叉歪を防止する爲に過度の拘束がなさわた場合，鰭
暖鱗迭内部には相営する大きな内力を生じ，残留態力と
なって不測の重大な澗根を包蔵するに至る。而も船鴎に
於いては’他の小溶接製品の如く．，簡糧にこの睡力を除
去する方溌がないのである。

從ってリバテイシツプ建造に際しては，この残留睡力
と歪を最少限に'上むるべく,その組立，溶産の順序，並
に進行方賊こあらゆる注意が鋤われたのは云うまでもな
いことである。一般的と採ら?た涛接の順序としては，
船魁中央から始めて船首尾の方向に進むこと，及び船畷
中心から舷側の方向へ進むことであって，腫則としては
左右對解の溺合漣，對和軸肋､ら出發して左右同時に涛接
を行っている。

然し詳細に渉つては,造船所に依って色を特有の施工
法があるのは當然で，例えば外板の溌接に於ても，或造
船所ではピルヂ上最初のシーム(DEシーム）だけは上
方の溶接力完了，してから最後に行っており，叉他の造船

施溜“”ｶﾜｯ臆享服工馨鍋

匡蓼二ｺ"｣｡"･…“
一御璽“を備洲､(上筒早燭側

縦二ｺ……,，"“

〃召坪必ノ甲蝋と外販の噛鵬

)X(例上面の”“
一

(蛙)”錘臭手鰹接で上面自働炳鵬ｶﾂｸ嬢子(内9度,苑鹿潅痢
は蛭寸此の辱栖'二段.$、

－－－35－
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一 船の科學一

キールの縦籏の移効．

を防ぐ'ため，船蕊の

アンカーボルトに之

を固縛しておくこと

は，勿論例外なしに

行われていた。

リバテイシツプの

完成した数隻に就

て，その歪を諏査し

た記録によると，全

長について－9〃か

ら+31/2〃までの伸

縮があり，同じく幅

ば最大'/腿〃，深さは

最大’'8"の收縮を生

じていた。

以下次魏へ

(ShipRepair

FacilityYokosuka)

’

fｿa奴")上甲板ハッチブロッ'熔接順序

註（．⑦,②---はブロック接手の熔接順序

2②,⑳---は外板との熔接順序
１
１

一

I

lllllⅡ11ⅡIⅡⅡⅡ11111ⅡⅡ1ⅡⅡⅡⅡ1111Ⅱ111Ⅱ11111Ⅱ1111Ⅱ1111Ⅱ11tⅡlIIIlIIlⅡ11Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ11ⅡIⅡlⅡlⅡ1Ⅱ111111111ⅡIⅡlⅡlⅡ1011;1】Ⅱ111Ⅱl

既 刊雲‘

船舶電気装備
府川島造船所耐氣課長
三枝守英著

A5.40噴定便450g(〒35g)
（内容）電磁氣学概論･船舶、電氣方式･發寵装置・・
鍵醗装置.勅力装置･配電盤･甲板寵氣捧域。．
機閏部電気機蛾･電氣式航海機皷.照明と信鶴

e

燈装置.電氣通信と計測装置･爾氣推進.髄錬．
識日の髄氣的腐蝕．

■

厨では，鰐鐙の'/41Jの部分に於けるバットは全周に沙っ

てこれを最後に藩接すると云う方法をとっている。尚，

鋳板の潅陵の際，バットの方を之と交叉するシームより

先に藩接すると云う方法は，例外なくいづれの識鰄に

於ても躍守されていたようである。叉，その探り方に多
少の相違はあっても總ての造船庇で行われたブロック組

立渥よる建造注は，他の多くの利黙に加うるに歪防止の

問題に大きな割合を果している。この目的の爲に多くの
ブロックには，船墓に於て隣接ブロックと〃はつり合

せ〃を行うため，結合すべき山形材や板のエツヂに〃は
つりしろ〃をとっている。殊に，甲板が大きなブロック
で搭載されたことは，珊避全遷の歪防止に大きな効果を
もたらしたようであった。．

しかし或る進錐所では，船尾から約30沢附近のキール
饒水に'極く憧かのキャンパーをつけ，匪謂逆歪些行を
つていた所もあった。溶接維了後，所定の寸法，形状に
．L

なる如き逆歪をつける方塗は，その他の瀧造部分にもし
ばしば用いられたようである。
尚，溶接に際し或程度の拘束tこよって歪を防止するこ
とは必要なことであるが，その代表的なものとしては，
二電底ブロックを船底外板に接薦する時Iこ，多くの造船
断でコンクリーI､の壷垂が用いられた｡叉藩接歪iこよる

圖表も豊富に，砥氣知識の初歩から分り易く書かれて
あり讃すので，この本一冊で十分間に合います。是非
お手元に備えて下さい。3回分割桃の便もあり堂す。

近刊書

子供と船
一科･学童謡アルバムー

青芝港二著
山高五郎画

当協会が世の兒童に造船海蓮に関する知識を與え様
として企画した童謡絵本です。絶好のおみやげとし
てお奨め致します。上下各冊予定定慣100円

東京都港区流布霞町19

船舶技術協會發行
振替東京70438
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一最近のパーマイスクーウエオン型ディーゼル捜關について－
季

====B&WDieselEngine
易化，隙放の容易，低麿撚澆の責現

力覚られる事となり，特殊の場合を
除いては，複働磯城が用いられる事

は殆どなくなったと云う事が出来る

現庄（献で盛腫製作されている型

式は別表一の如くであり，之に依っ
て別表この如く廣範函の用途に車働

磯關を使用する事が明らかとなろ
う，代表的の3型式,74VTF160

型,62VTF115型,50VTF110型

の断面岡は本誌グラピヤ爲眞に示す

通りである。．

即ち，特徴的にはユニフロー型に

於てのみ不可能な短いピストンを用

いて鋪除室氣溜と，クランク室とを
完全に分離する事が出來るように

し，潤骨油消費量の減少を計った事

（資績に依れば，毎時軸馬力當り

0.4gr以下である）及び溶接溌遥の

採用であろう。

塞板，架瀧，描氣窒氣溜りを銅板

最近のバーーマイスター､・ウエイン型

ディーゼル機關について(一）

＝一一＝＝ニーーーデ･ンマークより師りて 山下勇

つた澆散工事の減少をもたらした。

職種の面に就ても，鮫鋲，穿孔，

コーキングが修繕用又は特種の媛合

の用途にのみ用いられる事となり，

代って，プレーターと溶接工力舞墓

の前面に浮び上って來た。言のない

造船寵，重勢働のない造船所の夢が

賓現されたわけである。

さて造謹方面の主燈であるディー

ゼルの動向はどうであろうか。まず
第一に二衝径単働磯關の一般化を學

げなければなるまい。

即ち，軍側機關の大型化に依っ

て，単側機關の長所である織遥の簡

、去る10月6日羽田出發，11月24日
米國謹醍蹄朝まで，絃50日間’デン
マークのバーマイスグー・エンド・

ウエイン曾赴の招聴に依り，デンマ
ーク國を訪れて，､最近の同斌の欣況
を覗察したので，同國造船界の一設
的状勢を明らかにすると共に’バー
マベスグー型ディーゼル溌關の最近
の状勢に就て述べて見よう。
造船界の主要の動向は’嗣と云っ
ても電素溶陵の鹿範函の利用であろ

う:管趾はデｨーゼﾙ機關工場に關し
ては世界最大のものである事は異論
のない虚であるが’造船所の方は必
ずしも，世界一流とは云い難しくと思
っていたが，今回10年振りに訪問し
て，その近代化に鷲がざるを得承か
つだ。勿論傳えられるスエーデンの
エリクスベルグ’或ばユータベルケ
ンの雨遥船所の近代化に比較すれ
ば，その程度は未だ過度的と云い得
るかも知れないが;作業憎理方式，
工作技術の雨者に就て，日本の現I伏
に比較して見ると’明らか1-大きな
相違が認められる。
,、と(二かく電氣溶接の造船工作選べ
の利用は造船工竹法の聯度を必然的
に向上し，工程計鐙の細密化と一貫
性とを前提とした事ば，電柔落接工
作法の何たるかを解する技術者に取
っては，當然の成行であったと云わ
ざるを得ない。

．従って造船工作溌械，瓦斯切断機
等の滞度の向上は當然の要求となり
加之,鋲接穂鎧の採用は，型獄の鈴板
に對する比率の低下を附随的に伴い
結果として造船工程の主要問題であ

|’

I

’
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〃｜鱈爵逆転式主擬

鱈用逆転式主機

紬用逆転式主擬

随用>腔転式主機

舶用逆娠式主機

舶用逆翫式主綴

鱈用逆転式主槻
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舶用逆転式主澱

魑用逆転式主穏

紹鵬逆転弍主標

縮詞非逆績式繍綴
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－船の科學－
牡｡

と排氣辨馳動カム刺を別個のものと

し，逆鱒機溝の簡易化を計った。

更に，最近のディゼル機醐への要

望が開放検査の容易に相営の重黙が

向けら誕亡いるので,62VF及V囮

恋型篠翻に於ては,シリンダブロッ

クを－鰐として辰外し可能とし，ピ
スト野を抜かかに氣筒及びピストン．

の手入が可能の綴に計霊された。こ
の壊合，氣筒取外し，ピストリング
全部取外し擶除，計測復奮藩含めて

6時職半と云うのが實績である。
740粍型即ち74VTF140又は160

型に於ては，氣儲ブロックの重熱が
大となるので，莱儲蓋を分離する型
式が採用され，この場合猛他の型式
の二衝墨機關と全く同様な條件とな
る。

‘氣鰯雅放に開する特別の蕊求から
屡々 ドックスフオード型，オポーズ
ドピストン型の鰹秀性が溌せられて
いるが，これに對照し得るものとし
て，パーマイスター型に於ても，排
莱辨を腹して排氣ピストンを設け，
排氣ピストンの樫を主ピストンと同
型にした對向ピストン型が製作され
てい嵐◎

勿蓑鋤寸法に於て長さが増加す
る事蕊び高速型を採用しないと重量
が重く･なる事は當然であって？塒に
氣笛粥放時間の制限される場合，即
ち，大型タンカー及び小型客船，捕
鰔間に厳な場合には，有利の讓計で
あると考えられる。

。然し乍ら，巷間臨えられる虚に依
れば，ドックスフォード型が,馬力
常り重量，機關全長及び開放手入の
容易等の黙に於て世界に於て最も壁
れた如く陣えられているのは一寸不
可解であって，バーマイスグー型と
比i陵して見る.と,機測全長式員､綴
に見受けられ,､重量も溶接織造のバ
ーマイスクー型と比較すれば多い雛
に思われる。尋

寧ろ劇.鄭躯か、買這又ザ.蕊要塁力

〃
《
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別表二，

霧猿型にする事によって，トランク 架胤漣阪の溶挨深用に依って,.從

ピストン型庭於て約16芯，クロスへ．來のテンションボルトに依る爆發遮
ツド型仁て22％程度の重通鯉減が可力を受ける型を止める事となり，更
能となる。この程度の重量輕減の場にクロスヘツド型に於ては，片ガイ
合徐,各溶接秘造部分は溶接の健でド式を排して架瀧側面を利用した4
何等熱麗理を要しないが，特に輕量ガたド式に改められた。
力雲求される場合仁は，焼沌を行う改遥は更に進んで,從來C燃料卿
事に依り，各繊進部分の重量を更に筒と排氣辨の雨者用のカム軸を一本
職減する事が可能であろう。にした構皆から，燃料卿筒用カム軸’ '

－38－
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一海事用語研究一

のバランスの良く取れる同型式がピ
ストンスピードを低く保って居るの

は，如何なる理由に依るものか’同
型式椴關の氣篭數の増加の問題と共
に我々の注目し減､砿である。‐
〔三井造艦造機課長）

海事用語研究

（一）

・小關正

（船舶公團）
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本誌3月號より海事用語研究を振載することに致しました。著者

小礎氏が苦心の結果まとめられたもので,鍵船海運隙係者にとって

必溌の参考書とな.ろと信じます。毎月連載となりまずガ何卒今後の

卸劇待を御願い致す亥第です。〔緩集部）

〃
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‐‐海事用：

aback裏帆（逆帆）となりて，後
方に

abaft船尾に
－回

生且幽委付す
辿聖迦璽聖上委付（絶遥全損にな
らんとする損害の擢合fこ於
て，保瞼の目的を保臓者に
蚕乗して保険金の金額の請
求を目的と古る被保嶮者の
単掻行爲をいう）叉その使
用す．る硲長その他の船員が
職務を行うに営り，他人に
加えた損害については船主

．は海産即ちそ唾航海の怒り
に於ける船舶，運賃及び船
、主がその船舶につ0,て有す
る損害賠償又に報酬の請求
雛の範函を限り責任を負う
この装うにして被害者に對
する損窪賠償責任を，海産
に制限するため，船主が被

害者に上記の償瀧を譲渡す
ることも亦委付で，特曝菟
責任付と言う。

abase下す（帆，旗等を）
abide.(他船の來蒲を)特合わす，

待つ｡．、

abcard船（艦）内に。
abrUptchangecfstrer,gth強さ

語研究(A)

.Shippingて＝米國船離局）
の略

abT･s'n深海§海淘。．

abysmal深海の，底無しの（淵な．
ど）

abyss(無底の）深海，誰々たる

深淵。

abyssal深海の。．
accomxncdation收容力，收容設備

室積，座席,accornmoda-

tionladder舷梯(=gang二
way･ladder)船舶の外側舷
門に偏えてある乘下船の際
に用いられる階悌,(ふ懇ば
しご,side-1adder亨タラッ

プ(俗))berthing(ordO-
cking)accommodation

錨泊（叉は入渠)施設harb
.bouraccornmodation港
麗收容力,pasSengersac、
commoRation族客居住所

accornpany共に航行す，謹邊す，

J1

随伴す，護衛す。

3<､cO二墾ggL(").平底c箱船（地
中海にて用う）

acker(英方）漣立てる水面叉は
、條沸。

acockbill吊錨にて（錨を舷側に品
ー－し披錨の用意をなしあるを

云う）

act宥爲，注。
MechantShippingACt

（英）英國商船法。

actualrates蛮行賃奉。

adiace"-t近き，隣接せる-the

の急激なる鋤上。
abruptCIgaｱReofstrengthofdrck

牛板の握力の急激なる獲化
abruDtchar･gecfshiDsection

舩隈の急激なる麹上。
A、B.S,Ameri,anBureau[f

字、Pで

1

！

－39－

■”＝＝一色一 一



【
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ

－－－ 一‐－

１
１

一般の科學二
一

次にa/dの平均値を示すと

a/d=0.7～0.85……戦艦

0.4～0.75.．…･巡洋歴

0.5～0585･･…･驍逐鐙

通常頤斜角を求めるにはこの1･）

式によるのであるが，疫際としては

旋回中，舵睡によって之と反對方向

に顧斜を生ずる。つまり上式による

0より，斜角による反對方向の傾斜

を減ぜねばならない。この傾斜を考
えると

(D式は次の様i二なる。

。m‘=0"8頁為(mco胃‘÷
a/dd/)--鶚差諾(mcose+3
cose-bsin"sinの．…･……．(2)

此の式の右の第二項が舵睡による

反對の傾角の項である。但し

P……さ・・舵匪力

α…．．…･舵角、

W………排水量

6.…･…;傾角0度における水面

より舵墜中心黙i迄の距離

b・・…･…舵軸中心より唾力中心

黙（舵の）までの距離

通幣第二項を無頑しているが，舵

面蹟が大きく，且速力高き時はこの

項は相営の割合とな．ろ。例えば鴎逐

縫では次の傾向を示している。

x……總蝶蜑籍鴬
とする:と，

R･…,．…旋回圏の半迩(沢）、
、．,･･も．…OG(DR)

aﾉ捲………船の受ける1ateraire･
ssistanceの中心の水線
よりの距離（沢〕、

8．…．．…傾斜角（度）

平衡の條件より，この二式を等し
いとおけば，

sine=0.088毒器
(mccse+a/dd/)…･･･(1)

但しa/=a/ddノとする。

この式から旋回中,船が平嫡態
になった時の傾斜角度eは求められ
るのであるが，この式の中で'aﾉの

値，從ってa/dの値は最も睡昧であ
る。著邇は之を各種の船の旋回力試

4．旋回中の纈鍛傾斜

一般船舶では舵を一杯にとっても
速力が高くないから旋回中の横傾斜
はあまり大した敷字とはならない。
しかし高速力の船舶，特に鐙歴程
度になると相當の傾きを生ずる。こ
のことは前賓（2月顕溌臓)の旋回
燭餘擢国表中のこの種の船の傾斜角
度に計註目途が1垂となっているの
め､ら憩像されよう。：

・船が旋回する時は遠心偶力を受け
て旋厘圏のﾀ坊へ傾斜することは周
知の事寅である。旋回して船が平衡
妖態になると，この偶力に對抗して
船の復原力が作用する。即ち第8岡
lごて

Q

1

1．

１
１

験の成績よ,り逆算して

おき，近似船舶の旋回

時傾斜角推算の資料と
するのである。

．又上式のVﾉは船が旋

回中の，今考えている

時の速力であって旋回

直前の,即ち贈が直進
中の速力Vよりは勿論

小である。この劉合は

Vノ=0.75V･…･･戦艦

0.84V･…･･巡洋艦

.0.85V……謡逐艦

る。叉，

=

８
６
■
●

４
４

０
７

１
０
０

５
⑪
』

Ｉ
ｊ
ｊ

ｌ
ｌ第8岡

旋回中の謹心偶力=署苓
(mcose+aﾉ）

船の復原力=W･GM･gi工e
但し

W･･……排水週（噸）
g………重力加速変（典/渉）
Vﾉ…･･･…船の趣力（節）

－1

の程度である。叉，

R…最大傾斜を生ずる時の艦の

．航路の曲率牛極

りﾉ2…旋腫圏の半樫

とすると，

Rコ1.36"D/2……戦艦

1．02'D/2……巡洋艦

1.04｡D/2･…･蕊逐睦

戦艦型では初遜25節の時では,K

＝4～8位である。而してKの値の小

い時，即ち舵唾が大なる影謡を輿え

る時期は旋回の初期，45～90度附近

であって，而も傾角が最大な嶬期で

ある。故に(2)式の第二項を重覗す

るる必要があるのである｡‐

旋回性能が良いということは旋回

ｰ

－40－

』一 ｡一~

舵面穣

水中側面讃 《
値のＫ
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一舵と施回性能に關する畳書一

斜が生じ，之が'8童に落付；まで鱈動揺すればもつと大なる傾斜角を味
橋C傾斜計を見つめ乍ら，相當の不，うのはあたり前であるが，平時に於．
安心感を持ったことを記憶していて靜館に4度迄傾識せしめることは
る。~大毒あっては殆どなかった｡あと

旋回の題目とはかけ離れるが傾斜で千余名p乗員Iこ對し「もし駿闘し
に對する船員の心理を示等皇例をつてこの位卿､たらどう思うか」と解､
け加える｡昭和'鐸頃,ある職嵯で‘答を求め毎庭,大部分の者は御座鼓
片舷、バルヂに注水して頤斜せしめりに「平氣だ」と書いたが，中に(式
訓練を行った時があった。元來軍艦「とても勝てないと思う」とか「沈
の大砲等の機穂は駿腫級では4度のむに違いない」というような解答を
傾斜位までは容易に操作出來る様にした者が少なからずあったのであ
計霊されたものであって，この場合．る。之はStabintyに對する知識の

も傾斜角4度にしたのである。勿論ない者の恐らく正直な表現であった

園が小さいばかりでなく，傾斜角も
小いことである。この爲に階舵pき
シをよくする一方，傾斜角を小くす
る爲に(1)式より明かな如く
(/i)GMを大きくする

（ロ)CG(=m)を小くする
ことが必要となる．

GM値は必参しdも小でないがOG
が大であった爲に著しい傾斜角を生
じた一例を悪げて見よう。
聰逐鱈子日（排水量1,720噸，全
"37.6",OG約1米200)は昭和8
年9月’館山沖で新遥旋回試數を行
ったが’この時の傾斜最大角度は27
度であって在來の同璽鑑p何れより
も約10度多く，乗員は直立すること
が出来ず,'殊淳潅濡等の高駈では傾
斜側ば人隈ば殆ど水上に臨むW§態で
あった。この試識の時は魚雷を識ん
でなかったので，もしこの重量〔18
本で級鎭砿）を‘高麗に穣むに於ては
更にGM減じOGが増し，舵角15x
の附近でも傾斜角紘30度位厚なると
思われた。本艦の場合，完成公認k
態のGMは0米580過ぎず，旋回試
験の時にて800粍であったから，勿
"GMが不足とも言えるが，しかし
"6K'が800粍種度俸鑑も多くあ
ったし，之等の艦が旋回時に子日の
橡に傾斜したものもなかった。要す・
るに非艦刀場合,Gの絶對値が上昇
した誇擦であった。（本艦さ其の後
改造され復原性は良好となった｡）
旋回中の傾斜角が大きいのは心理
的に極めて不愉快なものであって，
操船二伴って船暖の傾斜が次第に増
して行く時10度以上にもなると相當
の不安心感が起るものである。筆者
が瓶験した最大傾斜は約18糞であっ
て，船は一等緑邊艦（本読24年5月
説，堀元氏の記事参照）であり，比
較的輕h献態で，しかもデツキカー
ゴを相當籏んだ時海あった。計算し
て18糞の傾斜は識期しておいたので
あるが，敵22節で舵一杯に'とって傾

’

海事用語研究 (A)

fee･代理店料,Shippiag
agenCy回漕業j-船舶代理
業。

代剰苫,forwardmgage.
nt回邊（運邊）店,Sh:p･

pmgagent.回漕底船舶
代理店。｡

seasadjacenttojapan

．日本近海。

adiust調整す）加減す，修正す，
.(羅針霞等を)toadjustD

anaverage海損を糖算す

admiraltX[AP]英國海軍省，海事
裁到所，海員審郛所(=AP
dmiraltyCourt)Admir-

altychart英國海軍省蛮
行の海圖admiraltycree-
per探液錨,admiraltylaw

海上法,admiraltyanchor

海軍型錨。

’
agent
－

’

船腹，総譜aggregatetonnage總

数 。、

堅聖聖旦捌坐して，坐礁して。
辿里且前方に，船首に,[abaftD
對]aheadguide前進悶

．滑坐goahead1前進(話
を前進せしめる爲護礁室へ

下す命令）

aidStonavigatibn.航路標識。

aeroplaT-edepotboat航空母露。

aft・船尾に。
－

after後,afterengine.boat"

尾に機關を有ず囑徽7aft-
erperpendiCular船尾垂
線（肋骨掴後面と軟貨吃水
・線との支黙に於ける垂線を

謂う）
aftengineboat船尾に桜關を有

p

alr 室氣airchamber室氣室
一

'airfunnel邇風筒
airmletvalve室索蕊ョ
airmtake吸氣（孔）
airheatingboxofforced

draught強睡通風磯の空

氣加熱函、

airpiPeofhold室氣管
（鯰内），

airpump室氣卿筒
airscuttle舷窓(sideli-

ght,sidescuttle)

airvalve室莱舞
alee－風下に，デド手へ,hardal-
ee1下手舵一杯。

allriskinsurance[海保].全危険

戸

する船。

afthold後鮠b

aftpeak船尾龍。

aftpeakbulkhead船尾織藍。

aftpeqktaak船尾永鯖。
aftwell後部船襖間甲板。

afterhoodofshellplate最後端

の外板。

aftermost,aftmost最後部の，船

尾に最も近き。‘

againstthesun左廻りに，太陽 擢保保嶮。
allowanceofone-third

e

幻

の運行方向と叉對に。

agency代理，代理口銭,agez:cy

neWfor

[海保]新鶴交挟強三分の一
L一一一一一一一一一一一
一 一

old
－

－2
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－船の科學－

熟と思う。

比較的小さい艦に，特殊な要求の

ため大なるﾍビー ヂﾘ‘ﾂ"た装悶す
る時,蕊睡鐙物を吊つだ時の傾斜
狗度がもし5庭径度を超えるならば

－．余農特別の事情でない限り，その計
謹はやり直すべきであろう。4度と

いう數字が一般的には．この限度であ
ろうと筆者は考える｡：,‐

長さ方向に二枚の舵〔主舵と副舵)‘

を持ち，之は普邇二枚鉈と言.身､方式

には入らぬ。二枚舵とは横方向に二
牛凸晶

枚の同型同大の舵を並べた場合を言

うのが普通である。

しかし巡洋鑑以下の高遥遥は二枚

舵を課用･したのはずつと後の事であ
る｡此虚では主として之等刀艦に二
枚舵が採用さわ耗局不成績の篤断念
された經過を記すこと夢する。、

‐技研D研究により二枚舵ば一枚舵
｡よ･bも旋回性能上有利だという結果

が得ら論，叉二枚舵の形は縦横比之

大にし，即ち縦長として推進器の直
後におきraceを弧く受けると良いfロ

といふ結論が得られた。之を寶際の
設計に腰用したのは昭和5年以後で

あって船としては巡洋鑑最上型4隻

航空母艦蒼龍,潜水母縫大鯨,給油
艦刺埼及高崎(後空母に改造）駆逐
艦有明型2隻及び嬢漕艇1鏡型2隻
であった。

‐然るに新造後の蜜績を見ると一般

に推進抵抗の増大を來して速力が低

下し,叉大舵角の場合には反って旋

回圏が増大する煩向が判明したので，

有明型は一枚舵に改造し，最上型は

舵型を改正し叉爾来一般:二二枚舵、

採用は断念されるに至った。

＜1）駆潜挺第1号．第2号

本艇は姉妹艇式2隻のみで，第愈

鋭以降は排水量墹加し，馬力と速力

は減少しておるから二枚舵と一枚舵

との旋回圏､比較は出來ない。しか

し1，2競艇も第3鑑以降も水牛側

面稜と舵面積の比は略45程度だから

第9間で見ると二枚舵、方が有利と

も思われる。

然し本艇の如く鋤<量300趣程度
の小型船では二枚舵芯水面に近くな

り，公試運鱒の際に厘冷舵を水上に

露出した妖況だったから不利と認め

られ，以後の艇ば一枚舵に戻ったの

である。（以下次鏡）

5二枚舵

浅吃水の河川用船舶等で船尾に2

枚以上の舵を有するものは珍らし

くないが，一般大型船舶で二枚舵
(TwinRudders)を採用したのは
1906年完成した英國戦鱈Dreadnou-

9ht銃が最初であろう。器型と速力
の増大の爲に二枚舵が必要となった
・のだが，本鑑の公試の結果は旋回力
、は不成繊だった｡我函では明治の末
に英頚に註文した金剛に始めて二枚
舵が採用さ満て以來主力鑑の全部が
之に倣った｡但し大和に場合は艦の

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

日

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

．

’
1

’

e

鈴｡

〃 ‐－

駆潜艇2号

｜
′′1号
′′3号

．〃4号

・〃、5号。

△
▲
○
⑨
Ｘ
－

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
イ
Ｌ
一’

呪

矛3,4紗5号｜
（19節,一枚舵）

ご～
■q■

～

－1古
ｰ

4

'矛1,2号

｜(22節

△
△

､二枚鉈）
|--I

、

I'2L_
わ。 店。 20． 25° 30． 、ｦ5ぐ

舵．角

’
飴9m(a)第4.2號騒瀞繩もの外形 第9m(b)81,0全力に於ける願潜艇旋1画力

（第'･2雛は他の艇と要目異なる）
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回
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一 随、筆一

諾までも用意じてやった庭,案外繩

等の異状もなく普通どおりに進］Kを・
可

了し，燕期に反してしまったのであ。

った。ただ相違じた黙は滑走後の獣

脂面を調べて見ると，大いさm0耗

位の鎚申型に獣脂釜禮が割れ,庭存
それがはがれて.もち上っていた事が

あ:つた°この貧駿をしてから鯏訂菌：
の割れに對しては勿論手當はさせる

が，筆者は大して氣をもまなくなっ

たのである｡

舞鶴の進水の話の序に思い出す事

は，･躍逐鑑、進水でセッチング，ア

一随 筆－－－－

い‐出すま主・に

水用獣脂一

一潜水艦に乘つた時の話一

思

－進

嗣田烈一一

使用して進水させて見たのである。

ところで獣脂面には豫期の如く瀧割

ね縦割れが見事に出たので，多分滑

走しないか,叉ほ途中でとまる様な
事が起るのであろうと，談卸羽に曳

進水用獣･脂

進水用鰍脂'二ついて筆者が最初に

知識を得たのは大正8年8月燭世保

で軍艦長良の進氷の時であった6．時

の造船蔀長ば藤田盆三造船大監〔後

に少將〕であったが，此の方は書や

盆栽を良くし，また松伯と題しその

四條派及び南宗の維認式素人④域を

脱しており，何議にも凝り性の人で

あった。そうして獣脂二ついても中

〃遥詣が深く一かどの見識を持って

おられた。その頃に獣脂.ま季節に睡

じ認合されてし､るとはい診ながら，

夏高温にあえ!ま柔かくなって滑走蚕
匡吸い付く恐れがあり，多種悪には
固くなり過ぎてひびわれが鵬來る様
なものであった。長良臆演夏しかも
佐世保'二雄ける進吹なので’どうし
て獣脂を園い鯉で維持するかが問題
となったが，之に對しては蕗長自ら
が研究に堂られた’即ち牛脂とパラ
ブ4ンが主用されていた岡田製C獣
脂に,岡田の主人を呼び容せて松脂
や才鐡等を混ぜ種々 と工夫されたの
であって，その結果長良は見事な進
水をし眞夏の進水可能な事を示した
のであった。岡田の主人もこれで大
いに得た庭があったと筆者に語った
事がある。

獣脂面仁割れがはいったら進水に
どのような影響があるであろうかと
資験した事がある。それは大正'3雫
舞鶴にいた時300噸曳船を卸ろすに
際し，造船課長山本幹之助還船大佐
（後に中將）の許しを得て’ひびわ
れが相當出來z様わざわざ古獣脂を

海事用語研究(A)

誉除b
almahac歴nauticalalmanac

、航海歴,航海年表(･=nauP
fical,ephemeris)沿岸と
大洋とを問はず航海者の
‘‘こよみ"として蜜用される

表で，日月出没時表等天測
歴を補助するための天禮位
置表を輯む°

alOnA"ozem"埠頭人夫(=long･
ShOreman)沿岸漁夫，海
遥の住民，波土場人足，仲
仕（船貨の裁卸に從事する
努務者）・

gl9堅塑皇舷側に沼いて，舷側に
接してd
alongsidedelivery船側渡
し，沖獲し。
togoalongsideawharf

埠頭に横附す。
tomooralongsideapier

桟橋に職附す。
totowalongside籏附曳
航す，抱船す。

altaT乾船渠内側の階段（支樹の
－端が乘るところ）
altazimllth天臘經緯儀(=altazi-

旦巫璽昌些聖出没方位，振鞭。
$amplifudeazimuth出没一
方位角。

apChor錨｡、
anchcrarnl錨腕。

anchorbillorpea錨端
叉は錨爪。
anchorcrane進錨磯。
anchOrcrownorhead

錨冠叉は錨預・

ancl2ordeck裸錨甲捗b
anchorfluskeoz･palm

錨掌。
anchorground錨泊地。
anchorhold錨蚤き，錨

の爬住力。
anchorhoy錨（錨鎖）運

、鍛船。
．・anchorige底氷

anchorlight･碇泊鐙。
ancharshackle錨頚。、
anchorshank錨幹。

anchorstock錨皐。

an@horwatch碇泊中の

夜間萄宣。
66Wr~(6f~b｡Weg)anchor.
船（艦）首錨O-
drag(ordrift)anchor

笂錨を知る爲に前甲板直下
に錨索を弛めて投下し置く
錨。

floatinganChor腎錨（端
天の際浮涯物を海中に曳き
其の抵抗により船首を風浪
に向はしむるもの）

muthinstrument)

AmericanBureauofShipping[A.

B・］米國船級協會。
amidsh;p皇船の中央部に，船の中

央部にて。

amdi:dromicpoint無潮鮎
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ツプの時から式作業の最後迄，スリ

ップが少しもあらわ液なかった事が

あった事である。それは大正14年の

2月末の進水であったが,雪力､ちら
ちらじていた時の話である｡進永作
業中に少しもスリップが出ず，進水
主任として式に上ってから腹盤木を
おとしても,ドツグ・シヨーアを外
してもスリップ・ゲーヂはピクとも

しない。進水蜜側からもスリップ零
と報告する。態々 水嘩謹を使用押出
さな(ﾅればなるまいと慨念しながら
麦綱切断の瞬間じっとスリップ・ゲ
ーヂを糞度胸を据え乍ら見つめてい
たが’もの蕩半秒經つ力經たない中
にスリップ・ゲーヂの水がグツトさ
がり出し船の滑り出した事が到って
安心したのである｡進水作業中ノー
・スリップでおりた例は自分の經験
ではこれ1回だけであ.るが，こんな
場合も起り得るものだという事を知
ったのである。

、雨天の日の獣脂流しは避くべきで
あると･思う。こわは昭和4年5月頃
の事と記憶しているが，呉で潜水鑑
を卸した時の經験である。獣脂流し
の溌走日に雨が降ったので翌日に延
ばしたが雨が降り止まない。進水當
日迄に最早餘裕がなくなったので大
した雨ではなかったので雨中で獣脂
流しを行った。勿論固定蕊は充分乾
かしたし，獣脂を運ぶ毒器にも一々
蓋をして雨のはいるのを防ぐ操にし
たのであった。そうしていつも通り
に獣脂流しを総えたが,翌朝蜘輌
の繊査をすると表面あちらこちらに
高さは極く雌かであるが樫3極から
6糎位の膨らみか現われ，之を手で
押すと表面が劉救るのであった。そ
こでこの膨らみを潰させたけれども
係のものは面に割れが出來るので思
い釘つては演し得なかった。繁者は
前に述べたように割れた醗脂で船を
卸した經験があるので少しも驚かず
自分で両舷をくまなく押し演して歩

．、

_-．－-令-号一一・､一一一一一一一ミーー---＝

き，その上に火熨斗をかけて平らに
して置いた。そうしてこの事を時の

遥船剤長玉賀煥豊船少將〔後に中將）
に二報告し，こ.の侭進水させる事にし

たいと通言じた庭,溌石に肚の出來
ていた蕊長であったから文句もなく

あっさりと承認された。其の状態で
進水させたが,､スリップも普通に出
た.し滑り出しもよかったのである。

虚でこの膨らみは獣脂試數の際に出
なかったのであるから，多分雨の飛
沫が獣脂に混入したためであろうと

思い,その後漢型進水塁で飛沫を種
玲に入波て試識をして見たけれども

同じ嚴な膨みは出すうやむやになっ

てしまったが，雨が被疑者である事

は間違いない事と思う。

獣脂製造業者には岡田と播碧とが

あり，それぞれ効能書を並べている

が,遥船所では傳統的に自分の使い
なれたものをあくまで理窟無しに選

ぶ傾向があるから，遡船所によって
どちらを使うか殆んど定まっている

鎌である。海軍では多くの人が岡田
を使っていたけれども，筆者は賓験

的に雨方を使って見た庭，別に優劣
をつり得られず,獣脂試験に合椎し
さえすれば差支なかった。それであ
るから筆者は後にはどちらでもよい

億格のやすい方を使ったのである。

昭和9年職須賀で劒崎の進水の時

であったと思う。獣脂滑走試騒でど

うしてもよく滑らす困ったことがあ
った。その時殆んど侭騨期に浦賀で

溺逐艦の進水があり，同じ獣脂が納

入されていたから，流賀でも巖隣し
て瞳つたがやはり滑らなかった。獣
脂としては悪いと思えないので,念
のため軟石鹸を蘂えて見たら縦須賀

e

でも浦賀でもうまく滑った事があ
る。戦石鹸は単に分析の結果だけで
良否は分らない様である｡溜った較
滴鯰と滑らないのとでは握って見た

感じが違うから，物理的な性質が滑

走に影饗ありとは分ったけれども，、

－44－－

これを具瞳的;こ表現する事が出來な

いま塗放擁したのは筆者の不勉麗で

．ある。顯遭鏡的にでも表わせば出來
たかも知れない。、

蜘誰水に於ける獣脂というもの
-は科学的でなく厄介なものである。
何はとも．あれ獣晦隆水は酷暑酷寒を
避けた方が完全だというのが常識で
ある。若し酷暑@候に進水させるな
らば，夜半にセッチングをし，夜明
の温度がさまで上昇しない中に卸す
のが普通である6從って進水が時期
によって頒肘を受けるし，獣脂は使
用前滑走試験を何回もしなければ安
心出來ないし，一度使用した獣脂は
本式には再び使えないから經費のむ
だが随分犬きい。戦時中′I､艦艇が多
量に造られたが，之を一を獣脂進水
させていては間に合わないので銅製
算錨印しが用いられたのである。算
盤は昔に樫の木で出來ていたもので
あり，筆者は学生の畷こ佃島で木船
をこれで卸したのを見たし，海軍に
入った時ユ廠には未だ保存されてい
たものであった。しかしもはやよい
樫の木もない、で錨叛をまるめて管
に耀族してローラーとし全部が鋼製
となったのである。

算盤卸しではその算盤を無暗に大
きく．する事は出來ない。また出來て
いる算盤の大いさで，卸す船の大き
さも大腔定まってしまうから，種々
-の大きさに船を造る造船所では，獣
脂進水のかわりに算盤ばかりを使う
鐸には行くまい。庭で総駿侈の昭和
22年三菱歓演進船所ではzF尾慶治技
師の研究でポテル進水法が考案され
疫用に供された。これは算盤卸しが．
ローラー・ベアリングの理窟とでも
いうべきものであるに對し，ポール
･ベアリングとしたと見てよいもの
で，これならばその準備のし筒該仁何
によって大小嫌々 の船に應用し得う
れると思う力・ら，これの採用は非,‘斗
等的か醗脂を完全に願逐するものと

！
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い僅か許りの場所に，釿狸み椅子をで定員外に乘っている筆者は，當直

もって行き，ハンドレールにもたれに立っている乘組の空巣へもぐり込

ながら，細かい左右動の中に身を委んでいた有様であった。波力荒いと

れている外にしょうがなかった。食上瀧にある烹炊室は使えないから，

事も此虚で従兵のもって來て呉れるハード・ビスケットで我慢をする｡．

麥飯の兵員食をとっていた。士官室勿論まだ電氣烹炊程等はなかったの

は後部にあって排気のマフラーが上である。水は極めて乏しいので，飲

にあるので，航海中はとても暑く中料水としては食事毎に湯呑茶碗匡三

へ降りて行く氣がしなかったからで杯しか貰えないb咽喉力掲,､てた表

ある｡温度は華氏の96変から97度にらない時には士官室に買ってある梨
昇っているので’夜廠る時はベットを’個力､じるのである。暑くて汗だ

に半裸で鱗たわる様な仕末である。くになるが，洗面洗身用としては朝

しかも定員だけしかベットがないの、顔を洗う際，小洗面器に一杯だけの

海事用語研究(A)

言えよう。

瀞水艦に乗った時の話

筆者が港水艦に始めて乘ったのは

大年9年7月で，海軍型として最初
の第19潜水艦（排水量720噸大正8

年7月完成〕であった。そうして8
月にはこれに乗って訓練しながら5
日許りか浄って餓顔賀力､ら露領沿岸
ウラジミル迄行ったのであった。こ

｡潜水艦ば中型であって小型の所謂
ドン趣と霧された軍識のものよりは
ましであったが，儲時の居住には適
せ歩休義は母艦でとるのであった。
勿論この當時の漣水艦には室氣清淨
鑿霊もなければ艦殉の通風装置もな
い。潜航するとなるとただ扇風織を
廻わすだけである。艦殉便所もうま
く作動しないから，いざ潜航となる
と先ず甲板から全員一齊に用をたし
て，別に小仮錐をぶらさげて艦､に
緯いる｡潜紬どうしてもこらえら
れなくなると，その鯉こ間鐙につい
た侭用を足したのである。何の厩置
もなくて乗り組んでいた筆者は’潜
航時は大概の場合潜藍鏡の下にうず
くまっているより外に手はなかっ
た。無暗に艦丙を歩きまわる事は狭
くて邪魔になる許りでなく，トリム
にも影響があるからである。長時間
縦航となると,時間が經つに從っ
て，暑いのと空気が悪くなるのとで
妙;これむくなって來るのであった。
これこれの時織替航して來たが何と・
もなかった等と，長時蹄曹航から上
って来ると自慢にす〕るFのであったが
モルモットがわりの試験をやってい
た溌な鐸でああ｡潜艦から浮き上っ
てハッチの外に出た時の室氣のうま
さは，よく種々 と書かれてあるのを
見たが決して誇張ではない。
さて，ウラヂミルヘc航海である
が全期間母艦腱は戻らず，狭い潜水
鍵内で終始した。そうして水_L航走
中は塗間，多くは司令塔の後部の狭

口
kedgeanchor小錨。

leeanMTIibr風下側の錨軍
錨泊のとき投錨せざる錨双
錨泊の時現に繋駐力加わら
ざ屠錨。

port(starboard)anchor

‐・左（右）舷錨。
ridinganchor繋駐しあ
る錨。

seaanchor(=floating
.anchor)-weatheranchF

or風上側の錨,風上に投じ
たる錨。

anchorablP錨泊し得る(=fitfこr
anchorage)

墾空二星空錨地，錨泊,碇泊料。
definiteanchorage船籍地
(=portofregist")
eXposedanchorage(風浪
叉に敵の攻撃に對して）暴
露せる錨地，開戯錨地。
openanChorage(=expo.
sedanchorage)
snuganchorage安全錨地，

風浪を凌ぎ易き堀錨地。
ang1e角，角度，山形材(angle
-

bar)

angleofequallegs等遥

山形材。
angleofunequallegs不

等筆山形材b

anglejoint山形材の接綴
anglestraporbackpie･

Ce覆山形材叉は背材。
anniversarywind定期風（貿易

且聖聖L年の｡
armualsurvey'(A.S)年

次鹸査（中間捻査）船禮及

ぴ総關，設諭闘具，流載吃
水線，無線電信施設に就て
簡學なる捻査を行うもので
一・一

のoo

aZmulareclipse､金蕊食。

anOde陽極。

聖g巫坐聖皇近黙の｡、
anomalZ異常，近黙距離。
旦聖竺塑皇南極の。
antarcticcircle南極圏q
antarcticocean南極洋，
・南氷洋。
antarcticpo1e南極。

antarctica南極地方。
ante-111can天明前の，黎明の。

I

anticyclone逆旋風。

anticyclonicpresSure高
氣歴。

anti-foulingpaint(A.F.)防草

ペイント。防汚塗料
aptitradewind反對貿易風。

AntwerpRulesl903隼の海難に髄

するAntwerp規則。

apparatus=,装置,feedinga、

pparatUs給水装霞appaq

rel船具。

applicationforspace船讃申込書
appropriated専用の。

apPropriatedberth専用

繋船場，指定上屋。
(assignedshed又はapp

rOpriatedShedの附展せ

’

風，季節風等に云う）
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
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水しか貰えないのである。しかし皆
燧朗らかであった。、

大艦が少しも園謡ぜず瀞かに航海
しているのに，こららの潜水艦は小

きざみに維始グラグラ振れていたか
ら，一寸羨ましい穰な氣がしたが，
金華山沖を過ぎる頃一寸した時化が
來に際’大鱈ま赤復をグーツと出す
鐡な談迩が始まったけれども〉こち
らはうねりに乗るので蹴揺には大し
て奨化がなく,.何だか胸がスーツと
なった様な氣捲になったのも，時に
とっての慰めである。

初期の潜水鐙では，デッキ。,オフ

．イサーとして艦長と先任將校とだけ
であるから’長2-航海にはこの2人
だけで交代しながら逵蹟艦を操縦し
承ければならない｡そ蝿痔どの鐙
でも艦喬や司令塔には腰掛けとい.う
ものは全くない｡當直識立ち通し
なのである。しかし他c艦では3直
とか4直とかで度々交代し得られる
力､らよいが’潜水鱈では2人だけで
あるので,如何に若い者だとてその
消耗は並大抵の事ではない。そこで
これを見ていた筆者抵今度の航海に
・ば’横須賀から板を貰って腰を下る．
し得るように工作して糞ったが,こ
・のため墨合二樂にウヲヂミル迄行く
．事が出來たと喜ばれた｡‘これが後に
正式に腱濡等に腰掛けが取り付けら
ホる因をなしたものと思う。
航海中営直外の兵員は狭い甲板に
腰掛けを持ち出して休んでいるが叶
殆んど全部がハンド・レールに腕を
．もたせかけ展眠って休義をとる。鰯
カハンド°レールは起倒装燈になっ
てb罐からグラグラする。それを見
ているとあぶなくて仕嬢がない。間
鍾えば海の中へころりと落ちこみ相
なのである。そこで蹄港してから，
ハント噸･レールは水中の抵抗が少し
位増して'も兵員の休義上欠くべから
ざるものと認められるから固定的庭
すべきだという意見を出したが，こ

れは採用さ篭ろ溌蓮液つだ。

こんな小さな蕊溌淡をことさらや

ったのは外でもない，遼船屋という

ものは出來るだけ賭.こよ'く乘って，

特にj､船乗組員の筈勢の資際を鰐験
し，艤装問題には机上から許りでな

く眞に痒ゆい虚に手の固く,様に努め
なければならないと思ったからであ

る。慾戦後今迄普通の造船屋が除り
顧みなかった漁船の建鐙があちらこ

ちらで盛に行われた時，筆者も始め
て漁船やキャッチャー・ボートとい

す

うものを見せて貰ったが，そう言っ
ては悪いかも知れないけれど，艤装
はどうも垢抜けていない溌な氣がし
たさ漁船D嫌な小型で乘組員も多く
性能にも要求される鮎の多い船には
進んで造船屋が柔って見て漁携のこ
と迄勉彊すれば，椛機類を含む一般
艤柴の改善は眼に見える嚴に行われ
るのではないかと思われる。

穏砿律之助造船少將は潜水艦の生
みの親，育ての親ともいうべき人で
あるが,その黎明鋤に眞劒に潜水艦
と取り組んでおられたので，トリム
の調整から操縦に至るまで何でも'自
ら荷う頚労拙来た，そこで穗俄少將
が潜ﾇk瞳に乘っているとき,何ヵ頚
が起きると艦長が逆にその取扱を尋
ねられるという位であった。それ位
諮となじんでこそ始めて立派な船が
計避もされ，建造もされたのであろ
うと思う。

大久保造船中將とタイム・
スタディ

箪者は大正7年始めて生世保に赴
任した時の造船部長散大久保立進船
總監(後に中將,斑族院議員)であ

藤頭蹴聴裳ﾂ麓
"族院淡員となられても研究會の領
袖Z)一人であった事物､ら，量の人と
なりは判るのである。造船学は英國
留学中グラスゴーで勉彊されたので

あるが,･自分では遵船刀事ばまるっ
きり判らないとよ.く言われていたけ
れども，どうして中,々 隅には置かれ

なかったのである。筆宥が着任して

間もな“,ある日筆者に仕事をす
るのに，ただ眼見當や怒騨だけで見

積るのは駄目である，もっと科学的
な根擦がなくては不可ないと思う。
例えば船殻機披のどれでもよいから
そういう根擦をつくって見ないかと
言われた‘そこ･で筆者は早速スI､ツ
プ・ウオッチを持ち出し，先ず一つ
のエヅヂ・プレーナーに朝から晩曇
取り付き:，脈謂ク〆イム・スタディを

やつで,.兎も角も鋼板の縁を創る作
諜時間を出す笈験式を作りだしたの
であったO･もしか騨る研究をずっと
綴けて大乃的にやっていたらば，昭

和7年頃アメリカから這入って來た
タイム・スタディの研究ギルプレス
法等にはまけないものが出來ていた
のであろうし，迩船で最も發達した

時間儲負法をもつと科学的に蕊厳し
得て，他を牛耳り得た事であろうと
思う。ただその當時，こんな縁の下

の力もち見たいな仕事は多くの人が

關心を持っておらなかったので，筆

者もその鮭にして仕舞‘､，筆者の後

にそれをやる人もなく，折角のヒン

トもその壁となって仕舞ったのであ
るが，こんな事も惜しかった事の一

つであると思う。それについても大

久保中脇がそんな時代にこういう問
題に先鞭をつけておられた事を此職
に述べてその律さを偲ぶ事とする。

立場立場の秘枝
大正8年佐枇保で亜鉛鍍金の賞醗
をやっておった際，亜鉛鍍金工場に
溺池という組長がいた。見た虚スマ
ートな恰好もしておらないし’口も
上手でなく，工場で溌溌に鋤いてお

らず何となくブラブラ.している綴迄

見えるので，毎月の鍵與加総は除b
よくはなかった。庭がこの組長，熔

『

＆
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巳

筆一－随

のであって，從って經濟的に大きな

影響のある會就としては重大な役目

なのである。この事ば誰にでも出來

るというものではなく，雌麗に遡溌

している2，3の人の腱殊、私撰であ

って，これを認えるには，小さい時

からこの秘技に達してk､ろ人につ:、

て修業をし，自ら悟るより外に口傳
等娃ないと聞いたが,こういう税技

になると簡軍には解祈も出来ず，後
繼者養成には随分と困ることであろ
う。

出向き，工場丙を見学した事めtある

この時貯木場から曳き揚げられる木

材を鱒がしている僅かの間に，その

木材の節の操子を観察して，製材授

械にかける方向を記入している印半

糎の一壯漢を見た。それは節の外掴

を見て，最も害をなす節の深さ，製

材面にあらわれる節の形状等を芋I別

し，その節の及ぼす膨響を最少なら

しめる面から製材する嫌指示する技

能者なのである。それでこの土手下

手は直ちに，同じ石数から無節の一

等材を切り出す出來高に影饗がある

けている亜鉛の温度を見る事は極め
て確かで，磁砂を少し許り溶液の表
面に投げで見て，その魎少がクルク
ルと躍り廻わる欣態から温度を判断
するのだが，常用の温度附近では，
筆者が賞陰用に用いていたパイロメ
ーグーに表われる華氏2～3度のちが
･いを補に言い常てていた。
亜鉛鍍が'うまく出來るか否かは’
祇鍍肋の事前虚理も大切だが，この
温度が最もものをいうのであって’
鍍金の表面に亜鉛の結晶が出來て奇
麗に鍍金が出來上るか，或健表面に
鉛を含んだ府が出來上る滕な鍍金と
なるかは，一三f二かシっての温膜如何
にあるのである。（筆者が行った亜
鉛鍍度麓親告に大正9年頃の造船協
曾剖纂に載せてある｡）また涛融亜
鉛量と被嬢吻の容量の隙係では，被
､鍍物を溶亜鍔中に入れると亜鉛、温
度が急激に低下す､あがら’一定の温
騨二常に保つため亜鉛釜の焚き工
合，被鍍吻を熔亜錯中につける間隔
等を考慮しておらねばならず，涛亜
鉛の温度の鐵化が刻を測る様でない
と一潤してよい亜鉛鋏作業は出來な

’

海事用語研究(A)

申請するb)･

aStern船尾に｡、

asternguide後進用滑金
fullspeedastern全速憂
進して，後進逢速に。

atomizingvalve噴霧鉾9=Spray

る繋船場）・
appropiatedaned専用上

屋。

appropriatedruleoffr-

ee"board乾舷慨算規則。
apron船首添付，船渠の閑門の下

にて高くなれる箇所，前面
‘張出し｡‐

arrangernent手配，虚理。、

valve)

auxiliary補助の。

auxiliaryboiler補殴耀。

atIxilaryengine副汽談。
auxilarylight副燈。
auXiliarymaChine推駿。
C

autoInaticscavengingvalve.自

arrangexnentOfplates

andstiffenersofbhd隔

壁の板及び防澆材の配置。
arrangementof"lind-

ersandvalves汽儲及び
鍵、酊撞。 ●

arrangementofxnatexi-

alsandstresses材料.と

懸力との配置。
arrangementofpillars

梁柱の配置。

arfestS[海保］湿留。
－

arriValnotice蒲船通知。

耐罰~雨亜ht人工通
風(=artificalVentila･
tion)

asSheisstanding[海保］有姿

動換氣舞。

availablacargocap3city貨物種いのである。
誠能力。

average(海保）海損･

aVeragebond海損盟約醤
general(orgross)aver-
age共同海損。

（船長が海難に際し船舶及
び演荷を共同の危瞼から蕊
れしめるために，船舶又は

濯術についてなした庭分(こ
よって生じた損害叉は費用
をいう）

particularaverage箪猫

海損。、(特擢分損とも郡し
海損中共同悔損に非ざる損
害で，損誇を被った船主叉

．は荷主が軍.燭に負擴する，
共同淘損の對）

awning天幕，覆。

awningdeckvessel覆甲板船。

この組長はこれが出來だのであっ
て，賞與加給がその技儒に對し低き
に失した事憾，それをやる方が盲目
であった課であった。筆者の亜鉛鍍
の笈鐵では，常時使用するよりもも
つと高温或は低温のものを取り扱っ
たが，そういう腱異な温度になると
流石の組長も經騨p外であったため
渡度を當てる到瀞出來なかつだ。碩
砂の運動一つで相當な虚まで亜鉛の
温度が測る様に誰でもなって置く事
は必要である。科学的にはパイロメ
ーターを使えばよいではない力､と言
い得るが，こればかりI二だよって自
主的の劉断が無いと，磯城の狂つ仁
時に飛んだ間蓮を起すものである。
昭和9年の頃であったか，統制工
諜の事で秋田木材曾斌の能代工場に

の睦。

ashpit次落。

ashesandrefuse次及塵芥。
ash-lighter次受ライダー。

assignmentofloadline満奴吃

水線の指定,(船が完成に近

歩き，甲板下噸数確定し，
船椣其他の職造が完成した
ならば浦赦吃水線の指定を 二屑以上の甲板を有する船。

0

5

〔以下次晩）
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－船、の科學一
『

・船債高と外航配船の見透し難など

で，海運界は25年度菱6次新造船に

對して一部を除いて大部分は見邊る

模厳で,､一應に20萬噸の計謹も縮少

不可避と見らわている。鋼材補船金

の全康で噸當b8-9萬圓もか力.つて

は,『見返資金力､ら相當の融資はあっ

ても意欲がおこらず，船主側の一部

では新造贈圃に對して再検討をすべ

きだという膣も出ている。従って中

古船の鐡入，外船のチャーター叉は

日米合併の海邇会祗の罰霊等も注目

される様になっている。世界的な船．

腹過剰で先行き海運市況は一層軟化

し新造船での採算が疑問であり，ゔ
ラジル發注船の國墜入札では，大型

船で英國が1重量噸當bで日本より

3割も安く落札していること等結局

は船債の高いことが海鍾界に大きな

影響を與えている現状であるから，

造船所としては如何にして安く優秀

な船をつくるかに没頭せねばならな

|編
い。船主側と膝つき合せて船便の低

減に努力して欲しい。

×・××

倫船閲高の一大原因は鋼材生産の

不足のため，鋼材慣格の高いことも

察げらわているが,之は日鐵鹿畑(富

士製錐所として出發)の再開を磯に
生産増彊と②茄嘘，外國鋼材の職入

鋼材標準寸法の範園捜犬，溶撰に適

する鋼材の供給等政府と造船，製鐵

業者の交渉に俟つ鋤が大きい。
×××

日本商船にもアメリカの好意によ

りレーダー蓮織入して備えることが

出來る樺になった。各船会i吐で鍵秀

船や新造船には夫存設備することで

あるが，購入費妬0萬圖，設備製50

萬回をかけても船の安全航行による

利益や船魁保瞼科の割引等による熟
も考慮に入れれば，やり船仁はなく
てならぬものであろう。

集餘録

「日本の造船技術を急速に國際最

高水準まで回復させるためにはどの
暑

様な措置を施すべきか」の問題が，

さきに設置された造船審謹会の第一

回会議に運鯨大臣から諮問さわ，答

,申することになった。戦前は日本遥

離鍵術も世界的水準であったガ，現

在③世界水準に達するためには，あ

らゆる面に於て先進國の技術，知識
の吸牧をせねばならない。そのため

に御賭の交流,海外文献の研究も
必要であるが，日本の現状よりみて

之を達成するには，各分野の人々 の

絶大な努力がなくては蜜を結ばな
い。隷出船建造等造船工事量も本年

は相當あって繁忙である。この好機
に日本が再び造船國として枇界に恥
じない名澤を得たいものである。
×××

’

’次號内容2月號訂正
轍出向船舶の製造契約に就て.…‘.………….倉本昌昭 談正

造船所の助け蹄(船舶輸出についてj……米田博 グラピヤ2頁エルセ・メルクスエルセ･メルスグ

〃11～12頁東京輕器東京計器
轍出譜の一般罷置岡〃，3頁日本無船日．本無線
解に於ける鋤状況(三)…･…………･植村正男本文￥異需普通,0内外替迩,.O内ダル浪人の痩言船個と懲接…．．…銀…･………ついむこじDisc〃同下カラ5行.Developped

舵と旋回性能に闇する礎書（三〕…………頑井静夫Fraction〃2醇蕊驚通atio謹浪中の抵抗……………………….……….:眞鍋大騒
ﾘバﾃｲｼﾂブに見る米船の船證溶接(四)橋本啓介〃翌異奄腎室鋼 空洞

海事用語研究〔二）…….….…….…………小關正〃32頁右段2行故平賀博士故伊藤孝次閃
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客船貨物船漁船何れにも適するよう
製造一式の設計施工を御引受け致し鷲す

白丘製値所顛京大阪名古屋厩岡仙台札幌

【 ■■■P

一■


